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‭【基礎情報】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭日本語の名称‬ ‭ベーシック アテンション トー‬
‭クン‬ ‭ビットコインキャッシュ‬ ‭ビットコイン‬ ‭チリーズ‬ ‭ダイ‬

‭現地語の名称‬ ‭Basic Attention Token‬ ‭Bitcoin Cash‬ ‭Bitcoin‬ ‭Chiliz‬ ‭Dai‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬

‭ビーエーティートークン、‬
‭バット‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬ ‭2017年5月31日‬ ‭2017年8月1日‬ ‭2009年1月3日‬ ‭2018/10/26‬ ‭2019年11月13日‬

‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬ ‭$330,804,255.76‬ ‭$2,268,779,579.95‬ ‭$523,965,691,858.87‬ ‭$608,869,391‬ ‭$5,348,360,538‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬ ‭¥45,134,381,314.02‬ ‭¥309,548,504,582.17‬ ‭¥71,489,005,719,324.00‬ ‭¥84,565,331,059‬ ‭¥810,643,465,858‬

‭主な利用目的‬ ‭送金、決済、投資等‬ ‭送金、決済、投資‬ ‭送金、決済、投資‬

‭1. ファントークン等の購入に‬
‭おける決済‬
‭2. ファントークン等の二次流‬
‭通における基軸通貨‬
‭3. 上記の経済圏を背景とした‬
‭価値上昇への投資‬

‭価値の貯蔵、交換、価値の尺‬
‭度、繰延支払いの基準‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用制限の内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭一般的な性格‬

‭BATはウェブ広告にブロック‬
‭チェーンを活用しようとして‬
‭いるプロジェクトであり、‬
‭BATはそのプロジェクトのコ‬
‭アとなるトークンである。広‬
‭告主は広告を出すためにBAT‬
‭を使う必要があり、ユーザー‬
‭は広告を見ることによって‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産。‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭分散型記録台帳を用いたサー‬
‭ビスプラットフォームにおけ‬
‭る決済利用のために発行され‬
‭る基軸通貨‬

‭分散型金融プラットフォーム‬
‭MakerDAOによって発行され‬
‭る暗号資産担保型ステーブル‬
‭コイン‬
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‭BATを得ることができる。た‬
‭だし、ユーザーが広告視聴に‬
‭よって得たBATは、パブリッ‬
‭シャーに対しての寄付にしか‬
‭使うことができない。‬

‭法的性格（資金決済法‬
‭第2条第5項第１号、第‬
‭２号の別　例：第1号）‬

‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬

‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり（ETH、WBTCなどの暗‬
‭号資産）‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭なし‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬

‭Vaultと呼ばれるスマートコン‬
‭トラクトの仕組みにより1米ド‬
‭ルの価値を保つように制御さ‬
‭れているが、市場における需‬
‭要と供給によって決定する‬

‭交換（売買）の制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬
‭組織の形態‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
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‭特定をすることはできない。‬ ‭特定をすることはできない。‬ ‭特定をすることはできない。‬ ‭特定をすることはできない。‬ ‭特定をすることはできない。‬

‭利用者の真正性の確認‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、BATはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、CHZはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、DAIはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬ ‭Proof of Stake‬

‭Proof of work‬
‭コンセンサス・アルゴリズム‬
‭（分散台帳内の二重取引を排‬
‭除するための合意形成方式）‬
‭の一つであり、そのときのナ‬
‭ンスのターゲット以下のブ‬
‭ロックハッシュであるブロッ‬
‭クを各自のノードが任意に取‬
‭り込み、最も計算量の多い‬
‭チェーンを正当と見なす。‬

‭Proof of work‬
‭コンセンサス・アルゴリズム‬
‭（分散台帳内の不正取引を排‬
‭除するために、記録者全員が‬
‭合意する必要があるが、その‬
‭合意形成方式）の1つであり、‬
‭一定の計算量を実現したこと‬
‭が確認できた記録者を管理者‬
‭と認めることで分散台帳内の‬
‭新規取引を記録者全員が承認‬
‭する方法‬

‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Stake‬

‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭ETH‬ ‭BTC‬ ‭−‬ ‭ETH‬ ‭ETH‬
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‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭取引単位の呼称‬ ‭BAT‬

‭1 BCH= 1,000m BCH　　　‬
‭ｍ：ミリ‬
‭1 m BCH=1,000μ BCH　　　‬
‭μ：ミクロン‬
‭1 μ BCH=1bits　　　　　　‬
‭bits：ビッツ‬
‭1 bits=100satoshi‬

‭1 BTC = 1,000 m BTC　　　‬
‭ｍ：ミリ‬
‭1 m BTC=1,000 μ BTC　　　‬
‭μ：ミクロン‬
‭1 μ BTC=1 bits　　　　　　‬
‭bits：ビッツ‬
‭1 bits=100 satoshi‬

‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬ ‭0.000000000000000001 BAT‬ ‭1 satoshi （ = 0.00000001‬

‭BCH）‬ ‭1 satoshi ( = 0.00000001 BTC)‬ ‭0.000000000000000001 CHZ‬ ‭小数点以下18桁（decimals-18‬
‭）‬

‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭なし‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり‬

‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭USD‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭米ドル‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭不可‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭なし‬
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‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬

‭BATは、エコシステム内にお‬
‭いて主に2つの使われ方がなさ‬
‭れる。‬
‭　1. 広告主がコンテンツクリ‬
‭エイターに与える（ユーザー‬
‭からの反応に基づいて広告主‬
‭が購入したBATが与えられ‬
‭る）。‬
‭　2. ユーザーが広告の閲覧や‬
‭履歴の提供などによってBAT‬
‭を受け取れ、受け取ったBAT‬
‭はコンテンツ作成者への寄付‬
‭（投げ銭）などに使用するこ‬
‭とができる。‬

‭−‬ ‭−‬

‭Ethererum上で発行される‬
‭CHZ（ERC-20準拠）を‬
‭Ethererum Main Chainにロッ‬
‭クすることにより、独自ネッ‬
‭トワーク上で展開されている‬
‭「Socios」内でファントーク‬
‭ンの購入、「Chiliz Exchange‬
‭」における基軸通貨としての‬
‭利用が可能。‬

‭※Sociosでは、スポーツクラ‬
‭ブのファントークン販売が行‬
‭われ、ユーザーはCHZを用い‬
‭て購入することができる。‬

‭ー‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭下記、ロードマップのアーカ‬
‭イブ通り提供されている。‬
‭https://github.com/brave/brave‬
‭-browser/wiki/Roadmap-Archiv‬
‭e‬

‭−‬ ‭−‬

‭サービスは安定的に提供され‬
‭ている‬

‭「Chiliz Exchange‬
‭https://www.chiliz.net/‬

‭「Socios」‬
‭https://www.socios.com/‬

‭ー‬
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‭【発行状況】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭発行者 ‭あり ‭なし ‭なし ‭あり ‭不特定多数の利用者が担保資
‭産をもとに発行‬

‭発行主体の名称 ‭Brave Software International‬
‭SEZC‬ ‭プログラムによる自動発行 ‭プログラムによる自動発行 ‭HX Entertainment Ltd.‬ ‭ー

‭発行主体の所在地
‭Floor 4, Willow House Cricket‬
‭Square Grand Cayman‬
‭KY1-9010 Cayman Islands‬

‭−‬ −‬ ‭14 East, Sliema Road, Gzira‬
‭GZR 1639, Malta‬ ‭ー

‭発行主体の属性等 ‭営利企業 ‭−‬ −‬ ‭営利企業 ‭ー

‭発行主体概要

‭Brave Software International‬
‭SEZCは、2017年に設立さ‬
‭れ、ICOを行いBATを発行・管‬
‭理している。Brave Software‬
‭Inc.社は2015年5月に米国に設‬
‭立され、広告やウェブサイト‬
‭トラッカーを排したオープン‬
‭ソースのウェブブラウザ「‬
‭Brave」を開発している。

‭不特定の保有・移転管理台帳‬
‭記録者による発行プログラム‬
‭の集団・共有管理‬

‭不特定の保有・移転管理台帳
‭記録者による発行プログラム
‭の集団・共有管理‬

‭発行主体であるHX‬
‭Entertainment Ltd.は、ファン‬
‭トークンエコノミーを実現す‬
‭るアプリSociosの運営に用い‬
‭られるブロックチェーンプ
‭ラットフォームChilizを提供
‭し、プラットフォームにおけ‬
‭る通貨としてCHZを発行して‬
‭いる。

‭ー

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭BATは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、BATは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭最も計算量の多いチェーンを‬
‭正当とみなす作業証明により‬
‭信用を担保している‬

‭多数の記録者による多数決を
‭もって移転記録が認証される
‭仕組み‬
‭ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録
‭管理と重層化した暗号化技術
‭による記録の保全能力‬
‭保有・移転管理台帳の公開‬
‭暗号化技術による保有者個人
‭情報の秘匿性‬

‭CHZは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、CHZは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭DAIは、イーサリアムのプラッ‬
‭トフォームを利用して作られ
‭たERC−20トークンであるた‬
‭め、イーサリアムの信用力に‬
‭依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ
‭ロックチェーンによる保有・
‭移転記録の管理とその記録の
‭公開によって信用力を高めて
‭いる。‬

‭また、DAIは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお
‭り、記録者による記録が継続
‭され、市場で取引されている
‭という実績がある。‬
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‭発行方法‬
‭2017年5月31日に10億BATの‬
‭パブリックトークンの販売が‬
‭行われた。‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭ERC20トークンとして、‬
‭8,888,888,888 CHZが‬
‭Ethereumブロックチェーン上‬
‭で全量発行さた。‬

‭Vaultと呼ばれるスマートコン‬
‭トラクトを通じて不特定多数‬
‭の利用者が暗号資産を担保に‬
‭DAIを発行‬

‭発行可能数‬ ‭15億BAT‬ ‭20,999,999.9769 BCH‬ ‭20,999,999.9769 BTC‬ ‭8,888,888,888 CHZ‬ ‭上限なし‬

‭発行可能数の変更可否‬ ‭不可‬ ‭可‬ ‭可‬ ‭不可‬ ‭ー‬
‭変更方法‬ ‭−‬ ‭発行プログラムの変更‬ ‭発行プログラムの変更‬ ‭−‬ ‭ー‬

‭変更の制約条件‬ ‭−‬

‭分散型保有・移転管理台帳の‬
‭記録者の95％以上の同意及び‬
‭記録者によるプログラム修正‬
‭の実施‬

‭分散型保有・移転管理台帳の‬
‭記録者の95％以上の同意及び‬
‭記録者によるプログラム修正‬
‭の実施‬

‭−‬ ‭ー‬

‭発行済み数量‬ ‭15億BAT‬ ‭19,374,981 BCH‬ ‭19,356,593 BTC‬ ‭8,888,888,888 CHZ‬ ‭4,980,024,592.58 DAI‬

‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬ ‭−‬ ‭−‬

‭・1ブロックを更新するごとに‬
‭6.25BTCを新規発行している‬
‭・210,000ブロックの更新を終‬
‭えるごとに1ブロック更新によ‬
‭る新規発行数が半減する仕組‬
‭みとなっている‬
‭・2020年10月28日18:00時点‬
‭でのブロック数＝654,536個‬
‭（データ取得元）‬
‭https://btc.com/‬
‭およそ10分に1ブロックを更‬
‭新しており、日本時間2020年‬
‭5月12日に半減期を迎え1ブ‬
‭ロック更新当たり新規発行数‬
‭が12.5BTCから6.25BTCと‬
‭なっている。‬

‭なし‬
‭計画的な発行予定はないが、‬
‭Vaultに預け入れられた暗号資‬
‭産の量に応じて発行される‬

‭過去３年間の発行状況‬ ‭なし‬ ‭19,374,981 BCH発行済み‬

‭保有・移転管理台帳の管理者‬
‭に対し、2023/4/26時点までに‬
‭以下の数量を発行している‬
‭19,356,593 BTC‬
‭（データ取得元）‬
‭https://coinmarketcap.com/ja/c‬
‭urrencies/bitcoin/‬

‭なし‬
‭Vaultに預け入れられた暗号資‬
‭産の量に応じて発行されてい‬
‭る‬
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‭過去３年間の発行理由 ‭−‬ ‭ブロック生成時に発行

‭分散型の価値保有・価値移転
‭の台帳データ維持のための、
‭暗号計算および価値記録を行
‭う記録者への対価・代償とし
‭て発行‬

‭−‬ ‭不特定多数の利用者の需要に
‭よる‬

‭過去３年間の償却状況 ‭なし ‭−‬ −‬

‭約65,406,454CHZが焼却され‬
‭た。
‭以下のURLにて確認が可能‬
‭https://etherscan.io/token/0x35‬
‭06424f91fd33084466f402d5d9‬
‭7f05f8e3b4af?a=0x000000000‬
‭000000000000000000000000‬
‭000dead‬

‭Vaultから引き出された暗号資‬
‭産の量に応じて償却されてい
‭る‬

‭過去３年間の償却理由 ‭−‬ −‬ ‭−‬ ‭価値の向上によるエコシステ‬
‭ムの強化のため‬

‭不特定多数の利用者の需要に
‭よる‬

‭発行者の行う発行業務‬
‭に対する監査の有無‬ ‭あり ‭−‬ −‬ ‭なし ‭なし

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭OpenZeppelin‬ ‭−‬ −‬ ‭−‬ ‭ー

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭2017年5月22日‬ ‭−‬ −‬ ‭−‬ ‭ー

‭直近時点における監査‬
‭結果‬

‭監査の結果、以下のリンクの‬
‭通り複数の勧告がなされた‬
‭が、同社はこの勧告に従っ
‭て、Fixしている。‬
‭https://blog.zeppelin.solutions/‬
‭basic-attention-token-bat-audit‬
‭-88bf196df64b

‭−‬ −‬ ‭−‬ ‭ー
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬ ‭あり ‭あり ‭あり ‭あり ‭あり

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬ ‭パブリック型 ‭パブリック型 ‭パブリック型 ‭パブリック型 ‭パブリック型ブロックチェー

‭ン‬
‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭−‬ −‬ ‭−‬ −‬ ‭ー

‭利用するブロック
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭−‬ −‬ ‭−‬ −‬ ‭ー

‭価値移転認証の仕組み

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求
‭める暗号データを記録者が解
‭読し、利用者および移転内容
‭の真正性を確認して価値移転
‭記録台帳の記録を確定する。

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求
‭める暗号データを記録者が解
‭読し、利用者および移転内容
‭の真正性を確認して価値移転
‭記録台帳の記録を確定する。

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別 ‭公開 ‭公開 ‭公開 ‭公開 ‭公開

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬ ‭あり ‭あり ‭あり ‭あり ‭あり

‭秘匿化の方法 ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化 ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化 ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化 ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化 ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化

‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、561,655であり（‬
‭2023年4月17日現在）、世界各‬

‭オープンソース・ネットワー‬
‭クの脆弱性に対し、暗号によ‬
‭り連鎖する台帳群（ブロック‬
‭チェーン）を用い、難易度の‬
‭高い作業証明の蓄積された‬
‭チェーンが選択されることが‬
‭コンセンサスアルゴリズムに‬
‭よって規定されており、デー‬
‭タ改竄の動機を排除し、信頼‬
‭性を確保している。‬

‭オープンソース・ネットワー
‭クの脆弱性に対し、暗号によ
‭り連鎖する台帳群（ブロック
‭チェーン）を用い、難易度の
‭高い作業証明の蓄積された‬
‭チェーンが選択されることが
‭Bitcoinのコンセンサスアルゴ
‭リズムによって規定されてお
‭り、データ改竄の動機を排除
‭し、信頼性を確保している。

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、606,953であり（‬
‭2023年6月9日現在）、世界各‬

‭オープンネットワークの脆弱
‭性に対し、暗号により連鎖す
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数
‭決をもって移転記録が認証さ
‭れる仕組みを用い、多数の記
‭録者のネットワークへの参加
‭を得ることによって、データ
‭改竄の動機を排除し、信頼性
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、977,842であり（‬
‭2024年4月3日現在）、世界各‬

‭10‬



‭地に分布されており、価値移‬
‭転ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭地に分布されており、価値移‬
‭転ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭地に分布されており、価値移‬
‭転ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭記録者の数 ‭561,655‬
‭（23年4月17日現在）‬

‭不定のため直近24時間・48時‬
‭間・4日に機能した記録者数と‬
‭して以下を参照‬
‭https://bch.btc.com/stats/pool?‬
‭pool_mode=year‬

‭不定だが主なPoolとそのシェ‬
‭アに関しては以下を参照
‭https://www.blockchain.com/ch‬
‭arts/pools‬

‭606,953‬
‭（23年6月9日現在）‬

‭977,842‬
‭（24年4月3日現在）‬
‭参照元データ：‬
‭https://studio.glassnode.com/‬
‭workbench/eth-pos-change-ac‬
‭tive-validators‬

‭記録者の分布状況 ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭アメリカ、アジア、ヨーロッ‬
‭パなど‬

‭アメリカ、中国、カナダ、カ
‭ザフスタンなど‬

‭米国、ドイツ、カナダ、ロ‬
‭シア、英国など‬

‭米国、韓国、ドイツ、英国、‬
‭カナダ、フランスなど‬

‭記録者の主な属性

‭不特定。バリデータソフト
‭ウェアを有効化するために32
‭ETHをデポジット（ステーキ
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭誰でも自由に記録者になるこ‬
‭とができる‬

‭誰でも自由に記録者になるこ
‭とができる‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために‬
‭32 ETHをデポジット（ス‬
‭テーキング）することで誰‬
‭でも自由に記録者になるこ‬
‭とができる。‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32
‭ETHをデポジット（ステーキ
‭ング）することで誰でも自由
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭記録の修正方法
‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者が合意し、各記録者が‬
‭保管する台帳の修正を自ら行‬
‭う‬

‭記録者が合意し、各記録者が
‭保管する台帳の修正を自ら行
‭う‬

‭トランザクションが記録者‬
‭によって承認されると修正‬
‭を行うことはできない。‬

‭トランザクションが記録者に
‭よって承認されると修正を行
‭うことはできない。‬
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‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている

‭作業証明(Proof of Work)が最‬
‭も多いチェーンが正しいとい‬
‭う合意によって信用が維持さ‬
‭れている‬

‭記録者による多数の合意がな
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼らず、記録保持の仕組‬
‭みそのものを信用の基礎とし‬
‭ている‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている

‭記録者（バリデーター）には
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記
‭録者が悪意を持つ行動をおこ
‭なった場合、ステーキングし
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬ ‭あり ‭−‬ ‭ー ‭あり ‭あり

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭−‬ −‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭−‬ −‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭その監査結果

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ
‭た。‬

‭−‬ −‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ
‭た。‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬ ‭−‬ ‭ー ‭ー ‭−‬

‭記録者の統括者の有無 ‭なし ‭なし ‭なし ‭なし ‭なし
‭統括者の名称 ‭−‬ −‬ ‭−‬ −‬ ‭ー
‭統括者の所在地 ‭−‬ −‬ ‭−‬ −‬ ‭ー
‭統括者の属性 ‭−‬ −‬ ‭−‬ −‬ ‭ー
‭統括者の概要 ‭−‬ −‬ ‭−‬ −‬ ‭ー
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー
‭ター（記録者）が結託して‬
‭取引の承認手続きを行うこ‬
‭とで、記録台帳及びプログ‬
‭ラムの改竄が可能である‬
‭が、記録者が十分に分散し‬
‭ている状況では改竄は発生‬
‭しにくいものと考えられ‬
‭る。‬

‭多数の記録者が結託し、ある‬
‭いは既存の記録者が有する処‬
‭理能力合計よりも強力な能力‬
‭を用いることによって、記録‬
‭台帳の改竄およびブロック‬
‭チェーンデータの改変が可能‬
‭になる‬

‭多数の記録者が結託し、ある
‭いは既存の記録者が有する処
‭理能力合計よりも強力な能力
‭を用いることによって、記録
‭台帳を改竄することができる
‭脆弱性があり、51%攻撃とも‬
‭呼ばれる

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー
‭ター（記録者）が結託して‬
‭取引の承認手続きを行うこ‬
‭とで、記録台帳及びプログ‬
‭ラムの改竄が可能である‬
‭が、記録者が十分に分散し‬
‭ている状況では改竄は発生‬
‭しにくいものと考えられ‬
‭る。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー
‭ター（記録者）が結託して取
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム
‭の改竄が可能であるが、記録
‭者が十分に分散している状況
‭では改竄は発生しにくいもの
‭と考えられる。‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭なし ‭なし

‭BTC価格の下落（対法定通‬
‭貨）等に起因したマイナー撤
‭退により、ハッシュパワーが
‭低下し、セキュリティ低下を
‭招く可能性がある‬

‭CHZの発行者であるHX‬
‭Entertainment Ltd.は、開発を‬
‭リードしている組織であるた‬
‭め、破綻により開発が遅延又‬
‭は停止した場合、価値が毀損‬
‭する可能性がある。ただし、‬
‭CHZが利用されるChilizプロ‬
‭ジェクトは、サッカーにおけ‬
‭る欧州のトップクラブや各国‬
‭代表チームに加えてFIA‬
‭Formula1のコンストラク‬
‭ター、有名eSportsチームが複
‭数参加するなどプラット‬
‭フォームとして拡大を続けて‬
‭おり、当面発行者の破たんの‬
‭可能性は低いと考えられる。‬

‭ガバナンスを担うMaker DAO‬
‭が破綻した場合、DAIの発‬
‭行・償却を行うコントラクト
‭が適切に管理されない不安か
‭ら価値が喪失する可能性が考
‭えられる。ただし、Maker‬
‭DAOはFoundation解散後もガ‬
‭バナンスが維持されており、
‭裏付けとなる暗号資産もス‬
‭マートコントラクトに過剰担‬
‭保されているため、価値喪失‬
‭に至る可能性は低いと考えら
‭れる。‬

‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭ステーキングプールのLidoな
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年4月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬

‭ー ‭−‬

‭ステーキングプールのLidoな
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年6月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬

‭ステーキングプールのLidoな
‭ど、バリデーターの占有率が
‭高い記録者が破綻した場合、
‭価格の下落が予想されるが、
‭記録者の総数97万以上存在し‬
‭（24年4月現在）、世界各地に‬
‭分散されおり十分な分散性が
‭あるため、価値喪失の可能性

‭14‬



‭性は低い。 ‭性は低い。 ‭は低い。

‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭処理性能以上のトランザク
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭ブロック生成が遅れることに‬
‭よって記録遅延が生じる。‬

‭マイニングに参加するマイ‬
‭ナーが少ないもしくは全くい
‭なくなった場合、移転の記録
‭が遅延もしくは進行しない恐
‭れがある‬

‭処理性能以上のトランザク
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録
‭の遅延が発生する可能性があ
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー
‭トによって性能を向上される
‭計画であるため、この問題解
‭決に向けて開発が進められて
‭いる。‬

‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する
‭特記事項‬

‭Ethereum上にデプロイされ‬
‭たBATのコントラクトに脆‬
‭弱性があった場合に不正に‬
‭資産が盗み取られるリスク‬
‭がある。ただし、これはス‬
‭マートコントラクトの脆弱‬
‭性に起因しており、またこ‬
‭れらはその他のERC20系暗‬
‭号資産にも当てはまり、
‭BAT固有の懸念点ではな‬
‭い。

‭現時点ではプログラムが適正‬
‭に機能し、所有データの改‬
‭竄、同一のBitcoin Cashの異な‬
‭る者との取引、複数の所有者‬
‭が同一のBitcoin Cashを同時に‬
‭保有する状況などの不適切な‬
‭状態に陥ることを排除してい‬
‭るが、未検出のプログラムの‬
‭脆弱性やプログラム更新など‬
‭により新たに生じた脆弱性を‬
‭利用し、データが改竄され、‬
‭価値移転の記録が異常な状態‬
‭に陥る可能性がある。‬

‭現時点ではプログラムが適正
‭に機能し、所有データの改‬
‭竄、同一のBitcoinの異なる者‬
‭との取引、複数の所有者が同
‭一のBitcoin を同時に保有する‬
‭状況などの不適切な状態に陥
‭ることを排除しているが、未
‭検出のプログラムの脆弱性や
‭プログラム更新などにより新
‭たに生じた脆弱性を利用し、
‭データが改竄され、価値移転
‭の記録が異常な状態に陥る可
‭能性がある。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭CHZのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬
‭ただし、これはスマートコン‬
‭トラクトの脆弱性に起因して‬
‭おり、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては
‭まり、CHZ固有の懸念点では‬
‭ない。

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭DAIのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が
‭盗み取られるリスクがある。
‭ただし、これはスマートコン
‭トラクトの脆弱性に起因して
‭おり、またこれらはその他の
‭ERC20系暗号資産にも当ては
‭まり、DAI固有の懸念点では‬
‭ない。

‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭BATとしては不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭BATへの影響はない。

‭2019年5月15日ハードフォー‬
‭ク後バグ発生
‭https://cc.minkabu.jp/news/25‬
‭57‬

‭2018年9月に無限増殖バグ等‬
‭が発見され、Bitcoinが無限に‬
‭発行できる危険性があった‬
‭が、既に解消されている‬
‭https://coinpost.jp/?p=47597‬

‭CHZとしては不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭CHZへの影響はない

‭DAIにおいては2019年10月‬
‭頃、清算発生中に任意の数量
‭のDAIが発行可能となるコー‬
‭ドの実装準備が進められてい
‭たが、テスト段階で発見・修
‭正されている。‬

‭DAIの基盤となるEthereumに‬
‭おいては2020年11月11日、コ‬
‭ンセンサスアルゴリズムに関
‭連するバグによって一時的に
‭約30ブロックの間スプリット‬
‭が発生したが、翌日にはソー
‭スコードの修正が完了してい
‭る。この際、一部のサービス
‭プロバイダが一時的にサービ
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‭ス提供を停止したことが確認
‭できた。‬

‭Ethereumにおいて2023年5月‬
‭12日、ブロックのファイナラ‬
‭イズが約30分間遅延する障害
‭が発生したが、DAIへの影響‬
‭は確認できなかった。

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の
‭状況

‭BATの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ
‭プグレード「The Merge」の
‭実施によりEthereum、
‭EthereumPoW、EthereumFair
‭に分岐。ただし、BATは
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。

‭2018年11月16日　ABC系と‬
‭SV系の分裂‬
‭2020年11月15日　ABC系と‬
‭Bitcoin Cash Node(BCHN)の‬
‭分裂

‭2017年8月1日 ビットコイン‬
‭キャッシュ（BCH）　
‭2017年10月24日　ビットコイ
‭ンゴールド（BTG）
‭2017年11月24日　ビットコイ‬
‭ンダイヤモンド（BCD）
‭2017年12月12日　スーパー‬
‭ビットコイン（SBTC）‬
‭2017年12月18日　ライトニン‬
‭グビットコイン（LBTC）‬
‭2017年12月27日　ビットコイ‬
‭ンゴッド（GOD）

‭CHZの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。
‭①2016年7月：DAO事件の
‭際、ハードフォークを実施

‭②2022年9月15日に大型アッ
‭プグレード「The Merge」の
‭実施によりEthereum、
‭EthereumPoW、EthereumFair
‭に分岐。ただし、CHZは
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。

‭DAIの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。
‭①2016年7月：DAO事件の
‭際、ハードフォークを実施

‭②2022年9月15日に大型アッ
‭プグレード「The Merge」の
‭実施によりEthereum、
‭EthereumPoW、EthereumFair
‭に分岐。ただし、DAIは
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬

‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし ‭なし
‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは
‭未定だが、2023年にSharding‬
‭等の記録処理能力を高める‬
‭アップデートが行われる予定
‭である。‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭とくになし。 ‭とくになし。 ‭とくになし。 ‭とくになし。 ‭とくになし。
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭BAT‬ ‭BCH‬ ‭BTC‬ ‭CHZ‬ ‭DAI‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年6月9日‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL:https://coinmarketcap.co‬
‭m/ja/currencies/multi-collateral‬
‭-dai/
‭基準日：2024年4月3日

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$0.22‬ ‭$116.91‬ ‭$27,022.71‬ ‭$0.09‬ ‭$1.00‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥30.33 ‭¥15,949.73 ‭¥3,687,181.66 ‭¥12.11  ￥151.56

‭ドル/円計算レート‬ ‭¥137.86 ‭¥136.43 ‭¥136.45 ‭¥139.44 ‭¥151.56
‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭−‬ ‭28,775 (2020/4~6)‬ ‭1,869,929‬ ‭−‬ ‭-‬

‭その他事項

‭当社で取扱うBATはEthereum‬
‭チェーンのみに対応してい
‭る。そのため、Ethereum
‭チェーン以外を利用したBAT
‭の受取、送金には対応してい‬
‭ない。‬

‭−‬ −‬

‭・当社で取扱うCHZは
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したCHZの受取、送金には対‬
‭応していない。‬

‭・ファントークンに関するリ‬
‭スク‬
‭プラットフォームによって発‬
‭行されたファントークンが将‬
‭来的に暗号資産であると判断‬
‭され、その取り扱われ方が変‬
‭更になることで、CHZの価格‬
‭へ影響を及ぼす可能性があ
‭る。‬

‭・当社で取扱うDAIは
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したDAIの受取、送金には対‬
‭応していない。‬
‭当社はDAIの取扱い開始にあ‬
‭たり、通貨発行者よりETHを‬
‭受領した。

‭更新年月日 ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/6/9‬ ‭2024/4/3‬
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‭【基礎情報】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭日本語の名称‬ ‭ポルカドット/ドット‬ ‭エンジンコイン‬ ‭イーサリアム クラシック‬ ‭イーサリアム‬ ‭フレア‬

‭現地語の名称‬ ‭Polkadot / DOT‬ ‭Enjin Coin‬ ‭Ethereum Classic‬ ‭Ethereum‬ ‭Flare‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬

‭2020年5月26日 (メインネット‬
‭ローンチ日)‬ ‭2017年11月‬ ‭2016年7月20日‬ ‭2015年7月30日‬ ‭2022年7月14日（メインネッ‬

‭トローンチ）‬
‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬ ‭$6,540,611,307.19‬ ‭$347,880,518.89‬ ‭$2,577,528,907.54‬ ‭$219,562,064,257.99‬ ‭$412,190,273.08‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬ ‭¥892,390,105,712.34‬ ‭¥47,464,238,194.86‬ ‭¥351,673,748,255.27‬ ‭¥29,956,682,109,854.10‬ ‭¥56,238,553,873.20‬

‭主な利用目的‬ ‭ステーキング、ガバナンスへ‬
‭の参加‬ ‭送金、決済、投資等‬ ‭送金、決済、スマートコント‬

‭ラクト‬
‭送金、決済、スマートコント‬
‭ラクト‬

‭FXRP（Flare Networks上の‬
‭XRP）発行時の担保、Flare‬
‭Time Series Oracle (FTSO)‬
‭データ提供者へのデリゲート‬
‭報酬、ガバナンス参加‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用制限の内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭一般的な性格‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭「Enjin Platform」で発行され‬
‭る資産（NFT）の裏付けとな‬
‭る暗号資産です。‬
‭ゲーム開発者は「Enjin‬
‭Platform」を利用することで‬
‭既存のゲームや新たに開発す‬
‭るゲームにゲーム内アイテム‬
‭（武器や防具など）としてそ‬
‭の資産を統合することができ‬
‭ます。‬

‭・分散型の価値保有・価値移‬
‭転の台帳データ維持のため‬
‭の、暗号計算および価値記録‬
‭を行う記録者への対価・代償‬
‭として発行される暗号資産‬
‭・分散型アプリケーションが‬
‭動作する実行環境の役割を果‬
‭たす特徴を持つ‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産。‬
‭分散型アプリケーションが動‬
‭作する実行環境の役割を果た‬
‭す特徴を持つ。‬

‭FLRは、FXRP（Flare‬
‭Networks上のXRP）発行時の‬
‭担保やガバナンス投票に使用‬
‭される暗号資産。‬
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‭ゲームユーザーは対象となる‬
‭ゲーム内でその資産を使って‬
‭プレイすることができます。‬
‭対象となるゲームは１つと限‬
‭られているわけではなく、複‬
‭数のゲームで使用することが‬
‭できます。‬
‭資産はNFTマーケットプレイ‬
‭スでエンジンコインやイーサ‬
‭を使って購入でき、またゲー‬
‭ム内の宝箱から取得すること‬
‭ができます。‬
‭不要になった資産はNFTマー‬
‭ケットプレイスで売却した‬
‭り、資産をメルト（溶解）し‬
‭てエンジンコインを取り出す‬
‭ことができます。‬

‭法的性格（資金決済法‬
‭第2条第5項第１号、第‬
‭２号の別　例：第1号）‬

‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬

‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬
‭交換（売買）の制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬
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‭組織の形態‬
‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭利用者の真正性の確認‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する。‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、ENJはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データを特定す‬
‭ることで真正性の確認が可‬
‭能。真正性の確認に必要な公‬
‭開鍵は、ランダムに生成され‬
‭た秘密鍵をsecp256k1による‬
‭楕円曲線暗号を使用すること‬
‭で生成している。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する。‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬

‭Nominated Proof of Stake‬
‭コンセンサス・アルゴリズム‬
‭（分散台帳内の二重取引を排‬
‭除するための合意形成方式）‬
‭の一つであり、記録者は報酬‬
‭を得るためにDOTをステーキ‬
‭ングしており、記録者が合理‬
‭的な価値移転記録を行うよう‬
‭なインセンティブ設計によっ‬
‭て信頼性を確保している。‬

‭Proof of Stake‬

‭Proof of Work‬
‭コンセンサス・アルゴリズム‬
‭（分散台帳内の不正取引を排‬
‭除するために、記録者全員が‬
‭合意する必要があるが、その‬
‭合意形成方式）の一つであ‬
‭り、一定の計算量を実現した‬
‭ことが確認できた記録者を管‬
‭理者と認めることで分散台帳‬
‭内の新規取引を記録者全員が‬
‭承認する方法。‬

‭Proof of Stake‬ ‭Avalanche Consensus‬

‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭−‬ ‭ETH‬ ‭ETH‬ ‭−‬ ‭AVAX‬
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‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭取引単位の呼称‬ ‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭wei = 0.000000000000000001‬
‭ETC‬

‭finney=0.001ETH‬
‭szabo=0.000001ETH‬
‭wei=0.000000000000000001E‬
‭TH‬

‭FLR‬

‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬ ‭0.0000000001DOT(=1 Planck)‬ ‭0.000000000000000001 ENJ‬

‭1 wei （=‬
‭0.000000000000000001 ETC‬
‭）‬

‭1wei‬
‭(=0.000000000000000001‬
‭ETH)‬

‭0.000000000000000001 FLR‬

‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬

‭ネイティブトークンである‬
‭DOTをステーキングすること‬
‭により、ガバナンスに参加し‬
‭たり、Polkadotの運用に参加‬
‭し報酬を得たりできる‬

‭NFTを用いたゲーム内アイテ‬
‭ムの作成‬

‭Ethereum Classicネットワー‬
‭ク上でのスマートコントラク‬
‭トの記録と実行‬

‭Ethereumネットワーク上での‬
‭スマートコントラクトの記録‬
‭と実行‬

‭FLRは、他ネットワークの‬
‭トークンをトラストレスに‬
‭Flareネットワーク上で発行す‬
‭るための担保として使用でき‬
‭る。‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭下記サイトで公開されている‬
‭https://polkadot.network/launc‬
‭h-roadmap/‬

‭下記、タイムラインに示され‬
‭たように提供されている‬
‭https://enjin.io/about/timeline‬

‭2020年8月に51%攻撃により‬
‭不安定化したが、その後は安‬
‭定している。‬

‭安定してサービスが続いてい‬
‭る‬ ‭−‬
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‭【発行状況】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭発行者‬

‭初期発行はWeb3財団。以降は‬
‭プログラムによる自動発行が‬
‭行われている（以下は初期発‬
‭行時の情報を記す）‬

‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭発行主体の名称‬ ‭Web3財団‬ ‭Enjin Pte Ltd.‬ ‭プログラムによる自動発行‬ ‭Ethereum Foundation‬ ‭Flare Foundation‬

‭発行主体の所在地‬ ‭Reiffergässli 4 6300 Zug‬
‭Switzerland‬

‭16 Raffles Quay #33-03 Hong‬
‭Leong Building SIngapore‬
‭048581‬

‭−‬ ‭スイス連邦ツーク州‬ ‭Netherlands, Keizersgracht‬
‭391A, 1016 EJ Amsterdam‬

‭発行主体の属性等‬ ‭非営利団体‬ ‭営利企業‬ ‭−‬ ‭次世代の分散型アプリケー‬
‭ションの開発‬ ‭非営利団体‬

‭発行主体概要‬

‭発行主体であるWeb3財団は、‬
‭分散型Webソフトウェアプロ‬
‭トコル用の最先端のアプリ‬
‭ケーションを育成することを‬
‭ミッションとして掲げ、現在‬
‭のウェブの世界（Web2.0）よ‬
‭り進んだ新しいウェブの世界‬
‭（Web3.0）を提供することを‬
‭目的として2017年に設立され‬
‭た。‬

‭Enjin Pte Ltd.は「より良いオ‬
‭ンラインゲームのための環境‬
‭づくりと各仮想資産（ゲーム‬
‭内アイテムなどのコンテン‬
‭ツ）の価値を守る」という全‬
‭体的なビジョンを掲げ、2017‬
‭年のローンチ以降、ホワイト‬
‭ペーパーに記載されている通‬
‭りにプロダクトをローンチし‬
‭ている。またゲーム会社との‬
‭提携や取引所が主催の標準化‬
‭プロジェクトに参加してい‬
‭る。‬

‭不特定の保有・移転管理台帳‬
‭記録者による発行プログラム‬
‭の集団・共有管理‬

‭不特定の保有・移転管理台帳‬
‭記録者による発行プログラム‬
‭の集団・共有管理‬

‭Flare Foundationは、Flare エ‬
‭コシステムの成長と分散化の‬
‭推進に対して責任を負う非営‬
‭利団体。‬

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭・多数の記録者による多数決‬
‭をもって移転記録が認証され‬
‭る仕組み‬
‭・ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と重層化した暗号化技術‬
‭による記録の保全能力‬
‭・保有・移転管理台帳の公開‬
‭・暗号化技術による保有者個‬
‭人情報の秘匿性‬

‭ENJは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭多数の記録者による多数決を‬
‭もって移転記録が認証される‬
‭仕組み。‬
‭ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と重層化した暗号化技術‬
‭による記録の保全能力‬
‭保有・移転管理台帳の公開‬
‭暗号化技術による保有者個人‬
‭情報の秘匿性‬

‭多数の記録者による多数決を‬
‭もって移転記録が認証される‬
‭仕組みと、ブロックチェーン‬
‭による保有・移転記録の管理‬
‭とその記録の公開によって信‬
‭用力を高めている。‬

‭・多数の記録者による多数決‬
‭をもって移転記録が認証され‬
‭る仕組み‬
‭・ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と暗号化技術による記録‬
‭の保全能力‬
‭・保有・移転管理台帳の公開‬
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‭また、ENJは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭発行方法‬

‭プログラムによる自動発行。‬
‭ステーキングされているDOT‬
‭の数量に応じて、新規発行数‬
‭量が自動調整される仕組みが‬
‭実装されている。‬

‭プレセール及びクラウドセー‬
‭ルでの発行‬

‭初期発行と、分散型の価値保‬
‭有・価値移転の台帳データ維‬
‭持のための、暗号計算および‬
‭価値記録を行う記録者への対‬
‭価・代償としてプログラムに‬
‭より自動発行‬

‭初期発行と、分散型の価値保‬
‭有・価値移転の台帳データ維‬
‭持のための、暗号計算および‬
‭価値記録を行う記録者への対‬
‭価・代償としてプログラムに‬
‭より自動発行‬

‭Flare Networkでは、メイン‬
‭ネットローンチ時に1,000億‬
‭FLRが発行された。‬
‭さらに、オラクル情報提供者‬
‭への報酬として追加発行され‬
‭ている。‬

‭発行可能数‬ ‭上限なし‬ ‭1,000,000,000ENJ‬ ‭210,700,000 ETC‬ ‭未定‬ ‭上限なし‬

‭発行可能数の変更可否‬
‭ガバナンスにより提案・可決‬
‭されることで、発行上限が設‬
‭けられる可能性はある‬

‭不可‬ ‭不可‬ ‭不可‬ ‭可能‬

‭変更方法‬
‭ガバナンスに変更を提案‬
‭し、それが可決される‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭ガバナンス投票‬

‭変更の制約条件‬

‭トークン保有者の投票で過‬
‭半数の賛成を得る必要があ‬
‭る。‬
‭ただし、提案の仕方によっ‬
‭て過半数の定義は異なる。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭ガバナンス投票は議題によっ‬
‭てSimple Majority、Super‬
‭Majority、Super Super‬
‭Majorityの3つの段階に分類さ‬
‭れる。また、段階に応じて定‬
‭足数と可決に必要な投票率が‬
‭定められている。FLRの追加‬
‭発行はSuper Super Majorityに‬
‭分類され、80%の定足数と投‬
‭票率70%が可決の条件となっ‬
‭ている。‬

‭発行済み数量‬
‭1,307,585,646DOT（うち‬
‭流通量は1,226,636,513‬
‭DOT）（2023/4/28時点）‬

‭1,000,000,000ENJ‬ ‭140,662,183 ETC‬ ‭120,400,464 ETH (2023/4/28‬
‭時点)‬

‭100,559,787,198 FLR‬
‭(2023/4/28時点)‬

‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬

‭Polkadotのリレーチェーン、‬
‭パラチェーンそれぞれにス‬
‭テーキングされるDOTと、流‬
‭動的なDOT数量の比率が 3:2:1‬
‭となることが目標とされてい‬
‭る。なお、パラチェーンとの‬

‭全て発行済のためなし‬

‭15秒につき1ブロックを生成‬
‭し、1ブロックあたり2.56ETC‬
‭を発行。‬
‭500万ブロックごとに1ブロッ‬
‭ク生成時の発行数が20%減少‬
‭する。‬

‭PoSによるステーキング報酬‬
‭として、およそ年率4%程度の‬
‭インフレ率で発行される‬

‭ガバナンスによって決定され‬
‭たインフレ率に基づいてオラ‬
‭クル情報提供者に対して付与‬
‭される。‬
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‭接続が完了していない現時点‬
‭では、75％のDOTがPolkadot‬
‭のリレーチェーンに対してス‬
‭テークされることが目標と‬
‭なっている。‬

‭今後、2024年5月頃にブロッ‬
‭ク数が2,000万ブロックに達‬
‭し、1ブロック生成時の発行数‬
‭が2.048ETCになる予定。‬

‭過去３年間の発行状況‬

‭・初期発行：10,000,000 DOT‬
‭・トークン分割：2020年8月‬
‭21日にトークン分割を行い、‬
‭1 DOT (old) = 100 DOT (new)‬
‭の変換が行われた。‬

‭2020年5月26日に行われた初‬
‭期発行から年10%のペースで‬
‭追加発行が行われており、‬
‭2023年4月28日時点で、‬
‭1,307,585,646 DOT が発行済‬
‭みとなっている。‬

‭なし‬ ‭140,662,183 ETC発行済み‬ ‭2023/4/28時点で120,400,464‬
‭ETH発行済み‬ ‭初期発行：1,000億 FLR‬

‭過去３年間の発行理由‬ ‭ICO、ステーキング報酬‬ ‭−‬ ‭ブロック生成時に発行‬ ‭ブロック生成時に発行‬ ‭初期発行、オラクル情報提供‬
‭者への報酬‬

‭過去３年間の償却状況‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭現在の焼却状況は不明だが、‬
‭トランザクション手数料は焼‬
‭却される設計となっている。‬

‭過去３年間の償却理由‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭発行者の行う発行業務‬
‭に対する監査の有無‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭−‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭−‬ ‭Matthew Di Ferrante‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭−‬ ‭2017年9月30日‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬

‭直近時点における監査‬
‭結果‬ ‭−‬

‭Ethereum Foundationのスマー‬
‭トコントラクト監査者である‬
‭Matthew Di Ferranteによって‬
‭監査が行われ、ENJINトーク‬
‭ンとクラウドセールスに関す‬
‭るコントラクトおよび依存関‬
‭係に関してクリティカルな問‬
‭題は発見されなかったとされ‬
‭ている。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭-‬
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用するブロック‬
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値移転認証の仕組み‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する‬

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭秘匿化の方法‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決と承認者による確認を経て‬
‭移転記録が認証される仕組み‬
‭を用い、多数の記録者のネッ‬
‭トワークへの参加を得ること‬
‭によって、データ改竄の動機‬
‭を排除し、信頼性を確保す‬
‭る。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、561,655であり（‬
‭2023年4月17日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェー‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、561,655であり（‬
‭2023年4月17日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬

‭Flareネットワークは、ノード‬
‭として誰でも簡単に参加する‬
‭ことができ、完全に独立した‬
‭意思決定者として価値移転認‬
‭証を行うことができる‬
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‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭記録者の数‬
‭297（2023/4/28時点）‬
‭https://polkadot.subscan.io/vali‬
‭dator‬

‭561,655‬
‭（23年4月17日現在）‬

‭55団体‬
‭https://investoon.com/mining_‬
‭pools/etc‬

‭561,655‬
‭（23年4月17日現在）‬

‭5団体‬
‭https://twitter.com/FlareNetwor‬
‭ks/status/1586004361578221‬
‭568‬

‭記録者の分布状況‬ ‭アジア、ヨーロッパ、アメリ‬
‭カなど。‬

‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬ ‭不特定‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬

‭ア、英国など‬
‭5団体、20validatorに分散して‬
‭いる‬

‭記録者の主な属性‬

‭報酬を得るためにステーキン‬
‭グ活動を行っているステーキ‬
‭ングプール及びプール参加者‬
‭である‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭不特定‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭Flare Foundationと4つのパー‬
‭トナー企業。‬
‭Flare Networkの記録者はFlare‬
‭Time Series Oracle（FTSO）‬
‭と呼ばれるオラクルにデータ‬
‭提供も行う。‬

‭記録の修正方法‬

‭ポルカドットでは、記録者と‬
‭してガバナンスに参加する際‬
‭にDOTをロックアップ（ス‬
‭テーク）する必要があるた‬
‭め、他の記録者と結託し、悪‬
‭意を持ってブロックチェーン‬
‭の改ざん等を試みた場合、ポ‬
‭ルカドット及びロックアップ‬
‭したDOTの価値毀損を伴う可‬
‭能性がある。‬

‭また、ロックアップしたDOT‬
‭を没収するスラッシュという‬
‭仕組みが実装されている。し‬
‭たがって、記録者がコンセン‬
‭サスアルゴリズムに従って正‬
‭常な記録承認作業を行うこと‬
‭が合理化されるよう設計され‬
‭ている。‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者が合意し、各記録者が‬
‭保管する台帳の修正を自ら行‬
‭う‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭取引が一旦記録されると、取‬
‭引は変更することができな‬
‭い。承認された送金はキャン‬
‭セルすることができないの‬
‭で、その送金を無効とするた‬
‭めには反対の取引を別途行う‬
‭必要がある。それらの履歴は‬
‭全てブロックチェーン上に記‬
‭録される。‬
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‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者による多数の合意がな‬
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼らず、記録保持の仕組‬
‭みそのものを信用の基礎とし‬
‭ている。‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者による多数の合意がな‬
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼らず、記録保持の仕組‬
‭みそのものを信用の基礎とし‬
‭ている。‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者は一定の要件を満たす‬
‭ことで誰でも参加することが‬
‭できる。また、記録者は個別‬
‭に信頼できるノードを選択で‬
‭きるため、ビザンチン耐性が‬
‭高いと言える。‬

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭−‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭Trail of Bits‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭2022年7月1日‬

‭その監査結果‬ ‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭ー‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭-‬

‭記録者の統括者の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭統括者の名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の所在地‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の属性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の概要‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭Nominated Proof of Stake（‬
‭NPoS）コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムの下では、記録者が結託‬
‭して1/3以上の投票力を獲得し‬
‭た場合、妨害することが可能‬
‭であるが、記録者が十分に分‬
‭散している状況では妨害は発‬
‭生しにくいものと考えられ‬
‭る。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭多数の記録者が結託し、ある‬
‭いは既存の記録者が有する処‬
‭理能力合計よりも強力な能力‬
‭を用いることによって、記録‬
‭台帳を改竄すること発行プロ‬
‭グラムを改変することができ‬
‭る‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭価値移転ネットワークの仕組‬
‭み対して、ノードのFLRの保‬
‭有数や担保数は直接的に関係‬
‭していないため、51%攻撃や‬
‭シビル攻撃耐性を有する。ま‬
‭た、各ノードは事前に信頼で‬
‭きないノードを決定すること‬
‭によって、万一ノードにネッ‬
‭トワーク障害が発生した場合‬
‭であっても価値移転ネット‬
‭ワークを問題なく行うことが‬
‭できる。‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭正常に価値が記録されなくな‬
‭ることによる価値の損失を懸‬
‭念して価格が下がる可能性は‬
‭あるが、Polkadotは世界中に‬
‭記録者が分散するパブリック‬
‭ブロックチェーンであるた‬
‭め、非中央たる発行者が破綻‬
‭したとしても通貨の価値喪失‬
‭に繋がる可能性は非常に低い‬
‭と考えられる。‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者であるFlare Foundation‬
‭が破たんした場合、開発遅延‬
‭を含む混乱が生じることから‬
‭短期的な価格への影響が考え‬
‭られる。‬
‭しかし、基本的にはFlare‬
‭FoundationはFLR保有者によ‬
‭るガバナンスの決定に基づい‬
‭て開発を主導するのみに留ま‬
‭るため、FLRの価値と開発者‬
‭の存在に相関関係はなく、価‬
‭値喪失にまでは至らない可能‬
‭が考えられる。‬

‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭価値移転記録者の全てが同時‬
‭に破綻した場合は、価値移転‬
‭の記録が停止し、価値が喪失‬
‭する可能性があるものの、記‬
‭録者が十分に分散している状‬
‭況ではそのような状況は発生‬
‭しにくいものと考えられる。‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年4月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭−‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年4月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭記録者の大多数が破たんした‬
‭場合、正しい記録が行われな‬
‭いリスクや価値移転が記録さ‬
‭れないリスクに直面し、価値‬
‭が喪失する可能性がある。し‬
‭かし、記録者複数の団体が‬
‭担っているため、記録者が一‬
‭度に破たんするような可能性‬
‭は低いと考えられる。また、‬
‭一部の記録者のみの破たんで‬
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‭はネットワークに問題は生じ‬
‭ない。‬
‭具体的なブロック承認や記録‬
‭を行う仕組みとして、The‬
‭Flare Consensus Protocol（‬
‭FCP）が採用されている。‬
‭FCPでは、ネットワーク上の‬
‭ノードは完全に独立した意思‬
‭決定者としてランダムにトラ‬
‭ンザクションを引き受け、そ‬
‭のトランザクションの承認ま‬
‭たは非承認を決定する。その‬
‭後、ネットワークの他のノー‬
‭ドがこの決定に同意するかど‬
‭うかの投票を行い、クォーラ‬
‭ム（必要な最低限の投票数）‬
‭に達すると価値移転認証が行‬
‭われる。‬

‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭なし‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭51%攻撃の標的となることに‬
‭より移転の記録が遅延するこ‬
‭とが予想されるが、その対策‬
‭として一時的にファイナリ‬
‭ティの認識に補正を加える「‬
‭MESS」が2020年10月に追加‬
‭された。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭Avalanche Consensus TOSは‬
‭4500以上とされている。ま‬
‭た、一般的なPoSではバリ‬
‭データーの数が増加すると検‬
‭証回数も増加するため遅延が‬
‭発生する場合があるが、‬
‭Avalanche Consensusではト‬
‭ランザクションの並列処理が‬
‭行われるため、バリデーター‬
‭の増加による遅延は発生しな‬
‭い。‬

‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する‬
‭特記事項‬

‭未検出のプログラムの脆弱性‬
‭やプログラム更新などにより‬
‭新たに生じた脆弱性を利用‬
‭し、データが改竄され、価値‬
‭移転の記録が異常な状態に陥‬
‭る可能性がある。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭ENJのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬
‭ただし、これはスマートコン‬
‭トラクトの脆弱性に起因して‬
‭おり、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては‬
‭まり、ENJ固有の懸念点では‬
‭ない。‬

‭ブロックチェーン上にデプロ‬
‭イされたコントラクトコード‬
‭に脆弱性があった場合に不正‬
‭に資産が盗み取られるリスク‬
‭がある‬

‭ブロックチェーン上にデプロ‬
‭イされたコントラクトコード‬
‭に脆弱性があった場合に不正‬
‭に資産が盗み取られるリスク‬
‭がある。‬

‭ブロックチェーン上にデプロ‬
‭イされたコントラクトコード‬
‭に脆弱性があった場合、資金‬
‭の意図しないロックや紛失等‬
‭のリスクが発生する可能性が‬
‭ある。また、プログラムの不‬
‭具合をついた攻撃によるリス‬
‭クがある。‬
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‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭なし‬

‭ENJとしては不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭ENJへの影響はない。‬

‭Ethereum上のアプリケーショ‬
‭ン「The DAO」のプログラム‬
‭（スマートコントラクト）の‬
‭バグ（脆弱性）を攻撃され‬
‭て、集まったファンド資金３‬
‭分の１以上を盗み取られた事‬
‭例がある‬

‭2020年11月11日、コンセンサ‬
‭スアルゴリズムに関連するバ‬
‭グによって一時的に約30ブ‬
‭ロックの間スプリットが発生‬
‭したが、翌日にはソースコー‬
‭ドの修正が完了している。こ‬
‭の際、一部のサービスプロバ‬
‭イダが一時的にサービス提供‬
‭を停止したことが確認でき‬
‭た。‬

‭−‬

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の‬
‭状況‬

‭なし（ポルカドットはハード‬
‭フォークを経由せずにアップ‬
‭デートを行うことが可能であ‬
‭る）‬

‭ENJの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、ENJは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭2019年9月：「ATLANTIS」実‬
‭装‬
‭2020年1月：「AGHARTA」実‬
‭装‬
‭2020年6月：「Pheonix」実装‬
‭2020年11月：「Thanos」実装‬
‭2021年7月：「Magneto」実‬
‭装‬
‭2022年2月：「Mystique」実‬
‭装‬

‭Ethereumにおいて次の2つが‬
‭発生している。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。‬

‭−‬

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬ ‭なし‬

‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし。‬
‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬

‭2016年6月 自律分散型投資‬
‭ファンド「The DAO」への‬
‭ハッキング‬
‭2019年1月　51%攻撃による‬
‭リオーグの発生‬
‭2020年8月　51%攻撃による‬
‭リオーグの発生‬

‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭DOT‬ ‭ENJ‬ ‭ETC‬ ‭ETH‬ ‭FLR‬

‭価格データの出所‬
‭（基準日付）‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$5.30‬ ‭$0.35‬ ‭$18.28‬ ‭$1,823.66‬ ‭$0.03‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥723.04‬ ‭¥47.43‬ ‭¥2,493.64‬ ‭¥248,834.26‬ ‭¥3.68‬

‭ドル/円計算レート‬ ‭¥136.42‬ ‭¥135.51‬ ‭¥136.41‬ ‭¥136.45‬ ‭¥136.80‬

‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭50,398 百万円‬ ‭−‬

‭その他事項‬ ‭−‬

‭・当社で取扱うENJは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したENJの受取、送金には対‬
‭応していない。‬
‭・当社はENJの取扱開始にあ‬
‭たり、通貨発行者より報酬と‬
‭してBitcoinを受領した。‬

‭−‬ ‭−‬

‭FLRの初期発行分は2020年12‬
‭月12日に行われたスナップ‬
‭ショット時点のXRP保有者を‬
‭対象に15%が配布され、残り‬
‭の85%はFTSO委任インセン‬
‭ティブプールの一部として、‬
‭ラップされたFLR (WFLR) を‬
‭含むアドレスに36ヶ月かけて‬
‭分配される。また、当社は‬
‭FLRの取扱開始にあたり、通‬
‭貨発行者より報酬として‬
‭USDCを受領した。‬

‭更新年月日‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬
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‭【基礎情報】‬
‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭日本語の名称‬ ‭フィナンシェトークン‬ ‭アイオーエスティー‬ ‭チェーンリンク‬ ‭リスク‬ ‭ライトコイン‬

‭現地語の名称‬ ‭フィナンシェトークン‬ ‭IOST‬ ‭Chainlink‬ ‭Lisk‬ ‭Litecoin‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬ ‭ー‬ ‭アイオーエスティー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬

‭2023年2月（IEOによる販売開‬
‭始）‬ ‭2017年12月‬ ‭2017年9月19日 (ICO)‬ ‭2016年2月22日‬ ‭2011年10月‬

‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬ ‭$3,970,300.37‬ ‭$178,647,707.96‬ ‭$3,445,577,832.03‬ ‭$262,245,588‬ ‭$6,572,705,511.42‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬ ‭¥587,910,362‬ ‭¥24,374,395,527.71‬ ‭¥470,108,896,760.73‬ ‭¥39,320,818,149‬ ‭¥896,768,985,447.24‬

‭主な利用目的‬

‭1.ガバナンス‬
‭2.CT（｢FiNANCiE｣サービス‬
‭上で流通する独自のデジタル‬
‭アイテム）の購入（消費）‬
‭3.グレード特典‬
‭4.コミュニティドネーション‬

‭送金、決済、投資、スマート‬
‭コントラクト‬

‭①オラクルサービスを提供す‬
‭るノードオペレーターへの支‬
‭払用途‬
‭②オラクルサービスを提供す‬
‭るノードオペレーターの担保‬
‭用途。ノードオペレーターが‬
‭適切なオラクルサービスを提‬
‭供しない場合は、ペナルティ‬
‭として、担保に供していた‬
‭LINKが没収される。‬
‭③ステーキング‬

‭送金、決済、スマートコント‬
‭ラクト‬ ‭送金、決済、投資‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用制限の内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭一般的な性格‬ ‭トークン（ERC20）‬

‭IOSTは、ブロックチェーンテ‬
‭クノロジーをクレジットカー‬
‭ド等と同様に現実的なレベル‬
‭で様々なサービスに活用する‬
‭ことを目的としたプラット‬
‭フォームです。‬
‭独自のコンセンサスアルトリ‬
‭ズムであるProof of‬
‭Believabilityによる公平且つ高‬
‭速なトランザクション処理、‬
‭シャーディングを用いたス‬
‭ケーラビリティ問題への解決‬
‭などで注目を浴びている通貨‬
‭です。‬
‭また、Javascriptを用いたス‬
‭マートコントラクトを使用す‬
‭る為Dapps開発参入障壁も低‬
‭いのが特徴です。‬

‭Chainlinkのオラクルサービス‬
‭のノードオペレーターへの支‬
‭払及び担保用途として発行さ‬
‭れた暗号資産‬

‭・トランザクションを行う際‬
‭に支払う手数料‬
‭・ステーキングに伴う報酬‬
‭・ブロック生成を行う記録者‬
‭への報酬‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭法的性格（資金決済法‬
‭第2条第5項第１号、第‬
‭２号の別　例：第1号）‬

‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬

‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬

‭交換（売買）の制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭−‬ ‭なし‬
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‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬
‭組織の形態‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭利用者の真正性の確認‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、FNCTはEthereum上で‬
‭発行されるERC20トークンで‬
‭あるため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬ ‭Proof of Stake‬

‭Proof of Believability (PoB)‬
‭ブロック生成を行う際、凡そ‬
‭100人いるブロックプロ‬
‭デューサーをBelievabilityスコ‬
‭アによってローテーションさ‬
‭せることで高速且つ公平にブ‬
‭ロック生成を行うことが可能‬
‭になっている。‬

‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Stake‬

‭Proof of work‬
‭Scryptアルゴリズムを用いた‬
‭プルーフオブワークの仕組み‬
‭により、Litecoinブロック‬
‭チェーンの維持管理に参加す‬
‭る者が、ブロック生成に必要‬
‭な、およそ2分30秒（150秒）‬
‭間隔で発見可能な難易度に調‬
‭整され、かつ完全に確率的で‬
‭計算コストの掛かる特定のナ‬
‭ンス（nonce）を見つけ、‬
‭Litecoinネットワークに対し伝‬
‭播することをもって、維持管‬
‭理参加者が指定するアドレス‬
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‭に対してプロトコルから付与‬
‭される。‬

‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭ETH‬ ‭−‬ ‭ETH‬ ‭XCR‬ ‭BTC‬
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‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭取引単位の呼称‬ ‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬

‭1 LTC = 1,000m LTC　　　 ｍ‬
‭：ミリ‬
‭1 m LTC = 1,000μ LTC　　　‬
‭μ：ミクロン‬
‭1 μ LTC = 1 bits　　　　　　‬
‭bits：ビッツ‬
‭1 bits = 100 satoshi‬

‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬

‭0.000000000000000001‬
‭FNCT‬ ‭0.00000001 IOST‬ ‭0.000000000000000001 LINK‬ ‭0.00000001 LSK‬ ‭1 satoshi （ = 0.00000001‬

‭LTC）‬
‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭−‬ ‭-‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬

‭1.ガバナンス‬
‭ステーカーは、FNCTエコノ‬
‭ミーを成長させるためのガバ‬
‭ナンス（投票活動）に参加す‬
‭ることができる。‬

‭2.CT（｢FiNANCiE｣サービス‬

‭スマートコントラクトを使用‬
‭したDapps等‬

‭Chainlinkはスマートコントラ‬
‭クトと外部データのブリッジ‬
‭を担う分散型のオラクルネッ‬
‭トワークである。Chainlinkの‬
‭オラクルネットワークを活用‬
‭することで、スマートコント‬
‭ラクトを、市場データ、イベ‬

‭−‬ ‭−‬
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‭上で流通する独自のデジタル‬
‭アイテム）の購入（消費）‬
‭FNCT保有者はCTの初期売出‬
‭期間等において、FNCTを使っ‬
‭て、CTを購入する際に必要と‬
‭なるFiNANCiEポイントを決済‬
‭することができる。‬

‭3.グレード特典‬
‭FNCT保有者がその保有数を‬
‭宣言することで、保有数に応‬
‭じた特典を受けることができ‬
‭る。‬

‭4.コミュニティドネーション‬
‭FNCT保有者が自身の保有す‬
‭るFNCTを特定のコミュニ‬
‭ティに寄付できる。‬

‭ント、決済などの重要な外部‬
‭データに接続することが可能‬
‭となる。また、データフィー‬
‭ドやその他のAPIを持っている‬
‭人なら誰でもChainlinkネット‬
‭ワークに参加して、取得した‬
‭データをスマートコントラク‬
‭トに提供することができる。‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭安定してサービスが続いてい‬
‭る‬

‭安定してサービスが続いてい‬
‭る（メインネット公開：2019‬
‭年2月）‬

‭過去3年間の付加価値の提供状‬
‭況として、Chainlinkは‬
‭Ethereum Classic、Polkadot‬
‭、Tezosなどの多数のブロック‬
‭チェーンプロジェクトにオラ‬
‭クル機能を提供していること‬
‭を確認した。‬
‭また、2023年4月18日時点で‬
‭Chainlinkネットワークで300‬
‭のノードが稼働していること‬
‭が確認できる。‬

‭−‬ ‭−‬
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‭【発行状況】‬
‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭発行者‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬

‭発行主体の名称‬ ‭株式会社フィナンシェ‬ ‭Internet of Service Foundation‬
‭Ltd. (IOS Foundation Ltd.)‬

‭SmartContract Chainlink‬
‭Limited SEZC‬ ‭Onchain Foundation‬ ‭プログラムによる自動発行‬

‭発行主体の所在地‬ ‭東京都渋谷区桜丘町26-1 セル‬
‭リアンタワー15F‬ ‭シンガポール‬

‭MAPLES, PO BOX 309,‬
‭UGLAND HOUSE, GEORGE‬
‭TOWN KY1-1104, Cayman‬
‭Islands‬

‭スイス‬ ‭−‬

‭発行主体の属性等‬ ‭非公開株式会社‬ ‭システム開発業者‬ ‭民間企業‬ ‭非営利団体‬ ‭−‬

‭発行主体概要‬

‭株式会社フィナンシェは、ブ‬
‭ロックチェーン技術を活用し‬
‭た、スポーツチームやクリエ‬
‭イター等を応援する、トーク‬
‭ン発行型ファンディング「‬
‭FiNANCiE（フィナンシェ）」‬
‭の運営を行なっている。‬

‭不特定の保有・移転管理台帳‬
‭記録者による発行プログラム‬
‭の集団・共有管理‬

‭SmartContract Chainlink‬
‭Limited SEZCは、外部のデー‬
‭タソースとパブリックブロッ‬
‭クチェーンのブリッジを担う‬
‭オラクルの提供を目的に設立‬
‭された。同社は、スマートコ‬
‭ントラクトが外部データを取‬
‭得する際に、その正確性が‬
‭データの供給元の信頼に依存‬
‭するという「オラクル問題」‬
‭を分散型のオラクルネット‬
‭ワークであるChainlinkの構築‬
‭によって解決することを目指‬
‭しており、また、同社は‬
‭Chainlinkの開発のため、2017‬
‭年9月にICOを実施し、約‬
‭3,200万ドルの資金調達を実施‬
‭している。‬

‭ソリューション指向のブロッ‬
‭クチェーン研究と製品開発に‬
‭焦点を当てた非営利団体であ‬
‭り、ブロックチェーン業界全‬
‭体を育成・支援することで‬
‭人々をオンチェーンにつなぐ‬
‭ことを目指している‬

‭不特定の保有・移転管理台帳‬
‭記録者による発行プログラム‬
‭の集団・共有管理‬

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭FNCTは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬

‭・多数の記録者による多数決‬
‭をもって移転記録が認証され‬
‭る仕組み。‬
‭・ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と重層化した暗号化技術‬
‭による記録の保全能力‬
‭・保有・移転管理台帳の公開‬

‭LINKは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬

‭・投票によって選出された‬
‭101名の記録者とランダムに‬
‭選出された2名の記録者によっ‬
‭て、移転記録が認証される仕‬
‭組みがある‬
‭・ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と暗号化技術による記録‬
‭の保全能力がある‬

‭・多数の記録者による多数決‬
‭をもって移転記録が認証され‬
‭る仕組み‬
‭・ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と重層化した暗号化技術‬
‭による記録の保全能力‬
‭・保有・移転管理台帳の公開‬
‭・暗号化技術による保有者個‬
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‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、FNCTは実際にホワイ‬
‭トペーパー通りに運営されて‬
‭おり、記録者による記録が継‬
‭続され、市場で取引されてい‬
‭るという実績がある。‬

‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、LINKは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭・保有・移転管理台帳の公開‬
‭されている‬
‭・暗号化技術による保有者個‬
‭人情報の秘匿性がある‬

‭人情報の秘匿性‬

‭発行方法‬

‭Ethereumブロックチェーン上‬
‭のERC20トークンとして、‬
‭20,000,000,000 FNCTが全量‬
‭発行された。‬

‭ICOおよびプログラムによる‬
‭自動発行‬

‭LINKはERC677トークンとし‬
‭て、2017年9月19日のICO時点‬
‭で1,000,000,000LINKが‬
‭Ethereumブロックチェーン上‬
‭で全量発行された。‬
‭参照先：‬
‭https://xangle.io/project/LINK/f‬
‭ull-disclosure（2020年12月2‬
‭日）‬
‭参照先：‬
‭https://messari.io/asset/chainli‬
‭nk/profile（2020年12月2日）‬
‭参照先：‬
‭https://coinmarketcap.com/cur‬
‭rencies/chainlink/（2020年12‬
‭月2日）‬

‭ICOおよびプログラムによる‬
‭自動発行‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭発行可能数‬ ‭20,000,000,000枚‬ ‭90,000,000,000 IOST‬ ‭1,000,000,000 LINK‬ ‭上限なし‬ ‭84,000,000 LTC‬

‭発行可能数の変更可否‬ ‭不可‬ ‭可‬ ‭不可‬ ‭可‬ ‭可‬

‭変更方法‬ ‭-‬ ‭発行プログラムの変更‬ ‭−‬
‭LSK保有者の投票により意思‬
‭決定された場合に発行プログ‬
‭ラムの変更によって行われる‬

‭発行プログラムの変更‬

‭変更の制約条件‬ ‭-‬ ‭なし‬ ‭-‬ ‭ー‬ ‭−‬

‭発行済み数量‬ ‭20,000,000,000 FNCT‬ ‭23,865,824,154 IOST‬ ‭1,000,000,000 LINK‬ ‭144,818,773 LSK（2024年3月‬
‭5日）‬

‭72,802,802 LTC (2023/4/28時‬
‭点)‬

‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬ ‭追加発行予定はない‬

‭ブロック生成を行う。‬
‭IOSTのノードとして投票を受‬
‭ける、またはノードに投票を‬
‭行う。‬
‭財団への支払いはプログラム‬

‭なし‬ ‭最短で10秒につき1ブロック‬
‭を生成し、1LSKが発行される‬

‭・採掘者は1ブロック発掘する‬
‭ごとに12.5 LTCが与えられる‬
‭・この数は約4年ごとに半減す‬
‭る（840,000ブロックごと）‬
‭１回目: 2015年8月26日、２回‬
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‭の自動発行で行われる。‬ ‭目: 2019年8月5日‬
‭・Litecoinネットワークでは、‬
‭Bitcoinのおおよそ4倍の量の暗‬
‭号資産、約840,000,000枚の‬
‭Litecoinが生成される事になる‬

‭過去３年間の発行状況‬

‭Ethereumブロックチェーン上‬
‭のERC20トークンとして、‬
‭20,000,000,000 FNCTが全量‬
‭発行された。‬

‭ICOにて8,400,000,000 IOST‬
‭を発行。‬
‭ブロック生成報酬として凡そ3‬
‭IOST発行。‬
‭投票を受けた額、または投票‬
‭を行った額に比例して毎日支‬
‭払われる。‬
‭財団ウォレットへの支払いも‬
‭毎日行われる。‬

‭過去3年間に新規発行はされて‬
‭いない‬

‭2016年2月22日のICO時に‬
‭100,000,000LSKが発行され‬
‭た。ネットワークが2016年5‬
‭月24日に稼動して以来、新し‬
‭いブロックが作られるごとに‬
‭5LSKが新たに発行され、‬
‭3,000,000ブロック（〜1年）‬
‭ごとにこの報酬は1LSK減少‬
‭し、現在は1LSKとなってい‬
‭る。‬
‭1LSK以下になることはなく、‬
‭永続的に1ブロックごとに‬
‭1LSKが発行される。‬

‭−‬

‭過去３年間の発行理由‬ ‭初期発行、IEO‬

‭2018年1月3日: ICO‬
‭プログラムにより年間凡そ1%‬
‭のインフレーション率でブ‬
‭ロック生成報酬として発行。‬
‭プログラムにより年間凡そ1%‬
‭のインフレーション率で投票‬
‭報酬として発行。‬
‭プログラムにより年間凡そ1%‬
‭のインフレーション率で財団‬
‭ウォレットに発行。‬

‭−‬ ‭記録者への報酬‬ ‭−‬

‭過去３年間の償却状況‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭不明‬ ‭−‬

‭過去３年間の償却理由‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬
‭すべての取引で支払われる必‬
‭要最低手数料は焼却される仕‬
‭組みであるため‬

‭−‬

‭発行者の行う発行業務‬
‭に対する監査の有無‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭−‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭Quantstamp, Inc.‬ ‭−‬ ‭SigmaPrime‬ ‭−‬ ‭−‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭2022年3月‬ ‭−‬ ‭2019/5/1‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭直近時点における監査‬
‭結果‬

‭Quantstamp社によるコード監‬
‭査を実施した結果、ERC20の‬
‭approveが潜在的に持つ二重送‬
‭金のリスク以外には特記すべ‬
‭き指摘はなかった。‬

‭−‬

‭コントラクトのビジネスロ‬
‭ジックの実装に関連する項目‬
‭の監査を行った結果、‬
‭Informationalに分類される問‬
‭題が4つ特定された。これらの‬
‭問題は全て開発チームによっ‬
‭て対処されている。‬

‭−‬ ‭−‬
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬

‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬

‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用するブロック‬
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値移転認証の仕組み‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭・台帳形式‬
‭・価値移転認証を求める暗号‬
‭データを記録者が解読し、利‬
‭用者および移転内容の真正性‬
‭を確認して価値移転記録台帳‬
‭の記録を確定する‬

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別‬

‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬

‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭秘匿化の方法‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、561,655であり（‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群(ブロックチェーン）‬
‭および当該ネットワークの暗‬
‭号資産を多量に保有する人に‬
‭傾斜的に付与された投票権を‬
‭使用して選出された記録者に‬
‭よる多数決をもって移転記録‬
‭が認証される仕組みを用い、‬
‭多数の記録者のネットワーク‬
‭への参加を得ることによっ‬
‭て、データ改竄の動機を排除‬
‭し、信頼性を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェー‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する‬
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‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、905,938であり（‬
‭2024年1月22日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭2023年4月17日現在）、世界各‬
‭地に分布されており、価値移‬
‭転ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭記録者の数‬ ‭905,938‬
‭（24年1月22日現在）‬

‭126 (2023/4/28時点)‬
‭https://www.iostabc.com/produ‬
‭cers?page=4&size=100&sort_‬
‭by=votes&order=desc‬

‭561,655‬
‭（23年4月17日現在）‬ ‭103‬

‭マイニング・プールの数は約‬
‭14だが、誰でも自由に記録者‬
‭になることができるため、総‬
‭数については特定できない。‬
‭また、ハッシュレートが1％以‬
‭上のマイニングプールは12で‬
‭ある。‬
‭参考　‬
‭https://chainz.cryptoid.info/ltc/‬
‭#!extraction‬

‭記録者の分布状況‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬ ‭−‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬

‭ア、英国など‬ ‭不明‬ ‭世界中に分布‬

‭記録者の主な属性‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭Serviノードとしての登録を行‬
‭い、10百万以上の投票を得た‬
‭場合、誰でも記録者になるこ‬
‭とができる。‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭不特定、誰でも一定の要件を‬
‭満たすことで記録者になるこ‬
‭とができる。‬

‭マイニング・プールが主流‬

‭記録の修正方法‬
‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭−‬
‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者が合意し、各記録者が‬
‭保管する台帳の修正を自ら行‬
‭う。‬

‭−‬
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‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者による多数の合意がな‬
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼らず、記録保持の仕組‬
‭みそのものを信用の基礎とし‬
‭ている。‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭LSKの保有者はその保有量に‬
‭応じ投票権が与えられる。多‬
‭くの投票を得た記録者のみが‬
‭台帳への価値移転の記録を行‬
‭うことができる。‬
‭またもし記録者が不正をおこ‬
‭なった場合は、一定期間、台‬
‭帳への記録作業が行えなくな‬
‭り、報酬が得られなくなる。‬
‭このような仕組みによって記‬
‭録者の信用力を確保してい‬
‭る。‬

‭記録者が多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭に頼らない仕組みを構築して‬
‭いるため、価値喪失の可能性‬
‭はない‬

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭−‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭Least Authority‬ ‭−‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭2020年12月18日‬ ‭−‬

‭その監査結果‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭重大な問題や障害は見つから‬
‭ず、「Liskチームは、監査以前‬
‭から起こりうる攻撃を想定‬
‭し、リスク緩和策をコード‬
‭ベースに適用しており、概し‬
‭てセキュリティ意識が高いと‬
‭言える」と結論づけられた。‬

‭−‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬ ‭-‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭ー‬

‭記録者の統括者の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭統括者の名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の所在地‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の属性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭統括者の概要‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭信頼するバリデーターが意に‬
‭反して結託した場合、台帳と‬
‭データは改ざんされる可能性‬
‭がある。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭LSK保有者が結託することに‬
‭よって、記録台帳を改変する‬
‭ことができる‬

‭多数の記録者が結託し、ある‬
‭いは既存の記録者が有する処‬
‭理能力合計よりも強力な能力‬
‭を用いることによって、記録‬
‭台帳を改竄すること発行プロ‬
‭グラムを改変することができ‬
‭る‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭FNCTは、オープンソースの‬
‭パブリックブロックチェーン‬
‭である Ethereum 上に発行さ‬
‭れるトークンであることか‬
‭ら、対象プロジェクトが破綻‬
‭した場合であってもトークン‬
‭自体はチェーン上に残り続け‬
‭る。‬
‭但し、フィナンシェトークン‬
‭の価格はそれを利用するプ‬
‭ラットフォームにも依存す‬
‭る。よって、それらプラット‬
‭フォームが破綻した場合は利‬
‭用者の減少および、価値の下‬
‭落に繋がる可能性がある。‬

‭なし‬

‭発行者が破綻した場合であっ‬
‭ても基本的にLINKはEthereum‬
‭ブロックチェーン上に残り正‬
‭常に稼働する。発行者が破綻‬
‭した際の価格への影響は、破‬
‭綻時のプロジェクトの進捗具‬
‭合による。Chainlinkネット‬
‭ワークが機能しなければ、‬
‭LINKの用途も生まれないた‬
‭め、価格への影響は大きいと‬
‭考えられる。但し、‬
‭SmartContract Chainlink‬
‭Limited SEZCが開発を主導す‬
‭るChainlinkネットワークは既‬
‭に多数のブロックチェーンプ‬
‭ロジェクトに機能統合がされ‬
‭ており、世界最大規模の分散‬
‭型オラクルネットワークにま‬
‭で成長していることから破綻‬
‭が起きる可能性は低いと思わ‬
‭れる。‬

‭ブロック生成は記録者が行う‬
‭ため、発行者が破綻したとし‬
‭てもチェーン上のブロック生‬
‭成は継続されるため、価格の‬
‭下落はあったとしても価値喪‬
‭失の可能性は低い。‬

‭なし‬
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‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は90万以上存在‬
‭し（24年1月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭−‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年4月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭記録者はLSK保有者からの多‬
‭く投票を得た記録者が選出さ‬
‭れる。記録者が破綻した場‬
‭合、次点の記録者が選出され‬
‭るため、価値喪失の可能性は‬
‭低い。‬

‭−‬

‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭信頼されるバリデータの大多‬
‭数のネットワーク接続が失わ‬
‭れた場合、接続が復活するま‬
‭で価値移転の記録が遅延する‬
‭可能性がある。‬
‭また、信頼されるバリデー‬
‭ターが互換性のないソフト‬
‭ウェアのバージョンを使用し‬
‭た場合、大多数のバリデー‬
‭ターが互換性のあるソフト‬
‭ウェアに移行するまで、また‬
‭は、非互換のソフトウェアを‬
‭使うバリデーターを投票プロ‬
‭セスから除外するという設定‬
‭をするまでは価値移転の記録‬
‭が遅延する可能性がある。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭処理可能なトランザクション‬
‭を上回る量の取引がブロック‬
‭チェーン上で発生した場合に‬
‭遅延する可能性がある。‬

‭・一旦、分岐したブロックの‬
‭一方が否決された場合、否決‬
‭されたブロックに収録された‬
‭取引は再び認証を得なけれ‬
‭ば、次の送金が行なえなくな‬
‭る‬
‭・記録者の目に留まらず、未‬
‭承認データのまま放置される‬
‭恐れあり‬

‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する‬
‭特記事項‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭FNCTのコントラクトに脆弱‬
‭性があった場合に不正に資産‬
‭が盗み取られるリスクがあ‬
‭る。ただし、これはスマート‬
‭コントラクトの脆弱性に起因‬
‭しており、またこれらはその‬
‭他のERC20系暗号資産にも当‬
‭てはまり、FNCT固有の懸念‬
‭点ではない。‬

‭コントラクトコードに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭LINKのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬
‭ただし、これはスマートコン‬
‭トラクトの脆弱性に起因して‬
‭おり、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては‬
‭まり、LINK固有の懸念点では‬
‭ない。‬

‭2021年1月公表された監査で‬
‭はプログラムの不具合は発見‬
‭されなかった。ただし、未検‬
‭出のプログラムの脆弱性やプ‬
‭ログラム更新などにより新た‬
‭に生じた脆弱性を利用し、‬
‭データが改竄される等のリス‬
‭クはある。‬

‭現時点ではプログラムが適正‬
‭に機能し、所有データの改‬
‭竄、同一のLitecoinの異なる者‬
‭との取引、複数の所有者が同‬
‭一のLitcoin を同時に保有する‬
‭状況などの不適切な状態に陥‬
‭ることを排除しているが、未‬
‭検出のプログラムの脆弱性や‬
‭プログラム更新などにより新‬
‭たに生じた脆弱性を利用し、‬
‭データが改竄され、価値移転‬
‭の記録が異常な状態に陥る可‬
‭能性がある。‬
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‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭FNCTとしては不具合の発生‬
‭は確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬

‭−‬

‭LINKとしては不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭LINKへの影響は特になかっ‬
‭た。‬

‭現時点ではプログラムが適正‬
‭に修正がなされ、台帳を不正‬
‭に書き換えられたりした不具‬
‭合は発生していない‬

‭・2016年、Cryptsy交換所（倒‬
‭産）がハッキングを受け、‬
‭100,000,000円相当のLTC（‬
‭300,000 LTC）が盗難に遭っ‬
‭た事例がある‬
‭・BTCとは異なり、すべての‬
‭LTCがホットウォレットで管‬
‭理されていたとされる‬

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の‬
‭状況‬

‭FNCTの基盤となるEthereum‬
‭において次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、FNCTは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭−‬

‭LINKの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、LINKは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭発行主体の「Onchain‬
‭Foundation」は「Optimism‬
‭OP Stack」を採用した‬
‭Ethereumレイヤー2を新たに‬
‭構築し、2024年後半にメイン‬
‭ネットをローンチさせる予定‬
‭である。‬
‭現在のLiskチェーンは「‬
‭Moosty」というコミュニティ‬
‭に引き継がれるが、チェーン‬
‭の名称やトークンのティッ‬
‭カーが変更となる予定であ‬
‭る。‬

‭−‬

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬

‭2024年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし‬
‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし‬ ‭なし‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬

‭2018年6月2日にバグを利用し‬
‭た不正なトランザクションが‬
‭検出され、ネットワークが自‬
‭動的に一時停止したが、その‬
‭後、修正プログラムが実装さ‬
‭れ再開となった。‬

‭とくになし。‬
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭I‬ ‭FNCT‬ ‭IOST‬ ‭LINK‬ ‭LSK‬ ‭LTC‬

‭価格データの出所‬
‭（基準日付）‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL:https://coinmarketcap.co‬
‭m/‬
‭基準日：2024年1月22日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2024年3月5日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$0.001196‬ ‭$0.01‬ ‭$6.66‬ ‭$2.03‬ ‭$90.01‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥0.1771‬ ‭¥1.30‬ ‭¥908.67‬ ‭¥305.74‬ ‭¥12,281.81‬

‭ドル/円計算レート‬ ‭148.08‬ ‭¥130.00‬ ‭¥136.44‬ ‭¥150.61‬ ‭¥136.45‬

‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭−‬ ‭\565,286（百万円)‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭9,355‬

‭その他事項‬

‭・当社で取扱うFNCTは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したFNCTの受取、送金には‬
‭対応していない。‬
‭・受託販売の実施に当たり、‬
‭通貨発行者より報酬として当‬
‭該トークン及び法定通貨を受‬
‭領した。‬

‭当社はIOSTの取扱開始にあた‬
‭り、通貨発行者より報酬とし‬
‭て当該トークン及びBitcoinを‬
‭受領した。‬

‭・当社で取扱うLINKは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したLINKの受取、送金には対‬
‭応していない。‬

‭−‬ ‭−‬

‭更新年月日‬ ‭2024/1/22‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2024/3/5‬ ‭2023/5/17‬
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‭【基礎情報】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭日本語の名称‬ ‭ポリゴン/マティック‬ ‭メイカー‬ ‭モナーコイン （モナコイン）‬ ‭パレットトークン‬ ‭クアンタム/クオンタム‬

‭現地語の名称‬ ‭Polygon / MATIC‬ ‭Maker‬ ‭Monacoin‬ ‭Palette Token‬ ‭Qtum‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬ ‭-‬ ‭ー‬ ‭モナ‬ ‭−‬ ‭-‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬ ‭2020年5月31日 (Polygon)‬ ‭2017年11月25日‬ ‭2013/12/31‬ ‭2021年5月25日‬ ‭2017年9月13日‬

‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬ ‭$6,617,958,768‬ ‭$613,431,700‬ ‭$43,366,309.92‬ ‭$67,751,000.00‬ ‭$273,354,371.56‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬ ‭¥919,081,892,078‬ ‭¥85,198,986,102‬ ‭¥5,917,204,800.00‬ ‭¥9,240,000,000.00‬ ‭¥37,296,014,864.16‬

‭主な利用目的‬ ‭送金、決済、ネットワーク手‬
‭数料‬

‭①ガバナンスへの参加（‬
‭Makerプロトコルの各パラ‬
‭メーターの変更、追加に関す‬
‭る投票）、②暗号資産担保型ス‬
‭テーブルコインDAIの価格安‬
‭定化（手数料等の受入の結果‬
‭蓄積されたDAIの保有量が一‬
‭定額に達すると、プロトコル‬
‭はDAIを払い出してMKRを買‬
‭い入れ償却する）、③資金調達‬
‭（MakerDAOプロジェクト全‬
‭体の担保不足や損失の発生時‬
‭に追加発行し、プロジェクト‬
‭の資本修正を行う）‬

‭送金、決済、投資‬

‭①NFT発行手数料の支払い‬
‭②パレットチェーンのノード‬
‭運用報酬の支払い‬
‭③パレットコンソーシアムの‬
‭メンバーへの委任‬
‭④NFTの購入‬
‭⑤PLT保有による権利付与‬
‭⑥パレットチェーン上のアプ‬
‭リ利用サブスクリプション決‬
‭済‬

‭送金、決済、投資‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭-‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬

‭利用制限の内容‬ ‭-‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬
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‭一般的な性格‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭分散型金融プラットフォーム‬
‭MakerDAOで用いられるガバ‬
‭ナンストークン‬

‭日本および世界で有名なアス‬
‭キーアート「モナー」をモ‬
‭チーフにした日本初の暗号資‬
‭産になり、非中央集権による‬
‭クライアントプログラムに‬
‭よって維持される完全分散型‬
‭決済システムを基盤とした暗‬
‭号資産。‬

‭PLTはNFTの決済に使用され‬
‭るだけではなく、NFTを安定‬
‭して発行・流通するためのシ‬
‭ステム利用手数料の支払い通‬
‭貨としても機能する。‬

‭また、ユーザーによる投票制‬
‭度などを通じてパレットエコ‬
‭システム全体の健全な成長を‬
‭促すためにも利用される。‬

‭Bitcoinで用いられている安全‬
‭性の高い残高確認方式を採用‬
‭しつつ、Ethereumと互換性の‬
‭あるスマートコントラクトを‬
‭実装できるため、Bitcoinと‬
‭Ethereumの長所を掛け合わせ‬
‭た暗号資産と言われる。‬
‭またProof of Stake Version 3‬
‭の採用により、ブロック生成‬
‭者選出の公平性を保ちつつ、‬
‭BitcoinやEthereumのPoWを用‬
‭いたシステムよりも少ない消‬
‭費電力でトランザクション処‬
‭理が可能。‬

‭法的性格（資金決済法‬
‭第2条第5項第１号、第‬
‭２号の別　例：第1号）‬

‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第１号‬ ‭第1号‬

‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭市場における需要と供給に‬
‭よって決定する‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬

‭交換（売買）の制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬
‭組織の形態‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬
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‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭公開鍵暗号の暗号化処理を施‬
‭しデータを記録‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭PLT (ePLT) は、Ethereumブ‬
‭ロックチェーン上に公開され‬
‭るERC20トークンである為、‬
‭移転記録の秘匿性はEthereum‬
‭の記録台帳に依存する。‬

‭Ethereumの保有・移転の記録‬
‭はパブリックブロックチェー‬
‭ンを採用している為、全て公‬
‭開されている。なお、移転記‬
‭録上のトランザクションやア‬
‭ドレスから個人を特定をする‬
‭ことはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭利用者の真正性の確認‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する。‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、MKRはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、PLTはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭ECDSA(secp256k1曲線)を用‬
‭いて秘密鍵と公開鍵を発行‬
‭し、利用者本人が発信した移‬
‭転データと特定し、記帳する‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬

‭PoS(Proof of Stake)‬
‭PolygonチェーンはHeimdallレ‬
‭イヤーにおいて、PoSに則っ‬
‭て記録者たちが記録を管理し‬
‭ている。‬

‭Proof of Stake‬

‭Proof of work‬
‭コンセンサス・アルゴリズム‬
‭（分散台帳内の不正取引を排‬
‭除するために、記録者全員が‬
‭合意する必要があるが、その‬
‭合意形成方式）の一つであ‬
‭り、一定の計算量を実現した‬
‭ことが確認できた記録者を管‬
‭理者と認めることで分散台帳‬
‭内の新規取引を記録者全員が‬

‭Proof of Stake‬

‭Proof of Stake Versoin 3を元‬
‭に独自に改良を加えた価値移‬
‭転記録ロジックを使用してお‬
‭り、ステーキングの量に応じ‬
‭てブロック生成者を選出し分‬
‭散台帳に書き込みを行う方法‬
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‭承認する方法。‬
‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭ETH‬ ‭ETH‬ ‭LTC‬ ‭ETH‬ ‭−‬
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‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭取引単位の呼称‬ ‭MATIC‬ ‭MKR‬

‭m MONA = 0.001 MONA‬
‭µ MONA = 0.000001 MONA‬
‭watanabe = 0.00000001‬
‭MONA‬

‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬

‭0.000000000000000001MATI‬
‭C‬

‭小数点以下18桁（ERC−20‬
‭decimals−18）‬

‭1 watanabe（0.00000001‬
‭MONA）‬ ‭0.000000000000000001 PLT‬ ‭0.00000001 QTUM‬

‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭-‬ ‭ー‬ ‭-‬ ‭−‬ ‭-‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭なし‬

‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬

‭PLTはePLTとpPLTの2種類あ‬
‭る‬
‭※当社（コインチェック）で‬
‭はePLTのみ取扱い‬

‭−‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬

‭ePLTはイーサリアムで発行さ‬
‭れ、pPLTでパレットチェーン‬
‭で発行される。‬

‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭可‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭1:1‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭交換には手数料（GAS代）が‬

‭必要になる‬ ‭−‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬

‭PLTウォレット上でePLT‬
‭（イーサリアムで発行）から‬
‭pPLT（パレットチェーンで発‬
‭行）に変換（ブリッジ）し、‬

‭Ethereumネットワーク上で動‬
‭作しているスマートコントラ‬
‭クトと互換性のあるスマート‬
‭コントラクトが動作可能‬
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‭pPLTのステーキング申請を行‬
‭うことでステーキング報酬を‬
‭受け取ることができる。‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬

‭pPLTのステーキング申請後3‬
‭～6日のロックアップ期間を経‬
‭て３日間のステーキング期間‬
‭のあとに報酬を受け取ること‬
‭ができる。‬

‭問題なく付加価値を提供して‬
‭いる‬
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‭【発行状況】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭発行者‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭発行主体の名称‬ ‭Polygon Labs‬ ‭MakerDAO‬ ‭プログラムによる自動発行‬ ‭株式会社HashPalette‬ ‭Qtum Chain Foundation Ltd.‬

‭発行主体の所在地‬

‭10 Market Street‬
‭Camana Bay, Unit 2057‬
‭Grand Cayman, KY1-9006‬
‭Cayman Islands‬

‭ー‬ ‭−‬ ‭日本‬

‭シンガポール（SG 079027‬
‭Singapore Singapore 100‬
‭TRAS STREET #16-01 100‬
‭AM）‬

‭発行主体の属性等‬ ‭Private Limited Company‬ ‭DAO（分散型自律組織）‬ ‭−‬ ‭システム開発業者‬ ‭非営利団体‬

‭発行主体概要‬ ‭2017年設立の組織であり、‬
‭Polygonのコアチーム。‬

‭MakerDAOはガバナンストー‬
‭クンであるMKRの保有者で構‬
‭成される分散型コミュニティ‬
‭である。‬

‭不特定の保有・移転管理台帳‬
‭記録者による発行プログラム‬
‭の集団・共有管理‬

‭株式会社Hashpaletteは、マン‬
‭ガを中心とした電子書籍分野‬
‭において日本でリードし、東‬
‭京証券取引所市場第一部に上‬
‭場している企業でもある株式‬
‭会社Link-Uと、ブロック‬
‭チェーン関連分野で豊富な実‬
‭績を有する株式会社HashPort‬
‭が共同でジョイントベン‬
‭チャーとして、2020年3月2日‬
‭に東京都に設立された。2022‬
‭年1月31日に株式会社‬
‭HashPortが株式会社Link-Uの‬
‭保有する全株式を取得し、完‬
‭全子会社化した。‬

‭2016年に設立されたシンガ‬
‭ポールに本社を置く非営利団‬
‭体であり、元アリババのエン‬
‭ジニアだったPatrick Dai が‬
‭CEOを務める‬

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭・多数の記録者による多数決‬
‭をもって移転記録が認証され‬
‭る仕組み‬
‭・保有・移転管理台帳の公開‬
‭・市場取引の実績‬

‭MKRは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬

‭・多数の記録者による多数決‬
‭をもって移転記録が認証され‬
‭る仕組み‬
‭・ブロックチェーンによる保‬
‭有・移転管理台帳による記録‬
‭管理と重層化した暗号化技術‬
‭による記録の保全能力‬
‭・保有・移転管理台帳の公開‬

‭PLT(ePLT)は、イーサリアム‬
‭のプラットフォームを利用し‬
‭て作られたERC−20トークン‬
‭であるため、イーサリアムの‬
‭信用力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬

‭ECDSA(secp256k1曲線)を用‬
‭いた暗号化技術により秘匿性‬
‭を保ちつつ、POSV3による合‬
‭意形成で管理台帳への記録更‬
‭新を行っている‬
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‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、MKRは2017年11月の発‬
‭行開始以降、記録者による記‬
‭録が継続され、市場で取引さ‬
‭れているという実績がある。‬

‭加えて、MKRはMakerDAOプ‬
‭ロジェクトのガバナンストー‬
‭クンであるため、MakerDAO‬
‭プロジェクトの信用力にも依‬
‭拠する。MakerDAOプロジェ‬
‭クトはEthereum上に構築され‬
‭たプロトコルにおいて第2位の‬
‭TVL（Total Value Locked）を‬
‭持ち、ローンチ以降大きな問‬
‭題なく運営が継続されてい‬
‭る。‬

‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、PLTは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭発行方法‬
‭Ethereum：初期発行‬
‭Polygon：ブリッジプログラム‬
‭による随時発行‬

‭Ethereumブロックチェーン上‬
‭のERC20トークンとして、‬
‭1,000,000 MKRが初期発行さ‬
‭れている。その後はMakerコ‬
‭ミュニティの意思決定やプロ‬
‭グラムにより、発行及び償却‬
‭が行われている。‬

‭初期発行と、分散型の価値保‬
‭有・価値移転の台帳データ維‬
‭持のための、暗号計算および‬
‭価値記録を行う記録者への対‬
‭価・代償として発行される暗‬
‭号資産‬

‭PLT (ePLT) はEthereumブロッ‬
‭クチェーン上のERC20トーク‬
‭ンとして、1,000,000,000 PLT‬
‭が全量発行済である。‬

‭2017年3月16日のICO時に全‬
‭量である1億枚が既に発行され‬
‭ており、毎年1%ずつ上限が増‬
‭えていく仕組みとなっている‬

‭発行可能数‬ ‭10,000,000,000MATIC‬ ‭上限の規定はない‬ ‭105,120,000 MONA‬ ‭1,000,000,000 PLT‬ ‭107,822,406 QTUM‬

‭発行可能数の変更可否‬ ‭変更不可‬
‭ガバナンスにより提案・可決‬
‭されることで、発行上限が設‬
‭けられる可能性はある‬

‭可‬ ‭初期発行から6年後以降に変更‬
‭可能。‬ ‭可‬

‭変更方法‬ ‭−‬ ‭ガバナンスに変更を提案し、‬
‭それが可決される‬ ‭発行プログラムの変更‬

‭PLT保有者による投票で新規‬
‭発行の提案および承認を行‬
‭う。‬
‭初期発行から6年後には全ての‬
‭PLTのロックが解除され、こ‬
‭の時点においてPLTの保有者‬
‭によってPLTの新規発行の提‬
‭案および投票による承認が可‬
‭能となる。‬

‭発行プログラムの変更‬
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‭投票はEthereum上に展開され‬
‭ているスマートコントラクト‬
‭で行われ、PLTを保有する‬
‭ユーザーは全員が提案の提出‬
‭および投票への参加が可能。‬
‭各ステークホルダーには、‬
‭PLTの保有量に応じた投票権‬
‭が与えられる。‬

‭変更の制約条件‬ ‭−‬ ‭トークン保有者の投票で賛成‬
‭を得る必要がある。‬ ‭−‬

‭新規発行提案の採択には有効‬
‭投票の3分の2以上による承認‬
‭が必要‬

‭プロポーザルの提出、プログ‬
‭ラム修正、Adminらによるガ‬
‭バナンス投票の実施‬

‭発行済み数量‬ ‭10,000,000,000MATIC‬ ‭977,631MKR‬ ‭89,816,950 MONA (2023/4/28‬
‭時点)‬

‭1,000,000,000 PLT‬
‭（2022年4月25日時点）‬

‭104,639,590 QTUM（‬
‭2023/5/2時点）‬

‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬ ‭なし‬

‭MakerDAOプロジェクト全体‬
‭の担保不足や損失の発生時‬
‭に、資金調達のための追加発‬
‭行が検討される‬

‭・採掘者は1ブロック発掘する‬
‭ごとに12.5コインが与えられ‬
‭る（2020年09月09日 ＃‬
‭2102400にて半減期到来）‬
‭・この数は約3年ごとに半減す‬
‭る（1,051,000ブロックごと）‬
‭・Monacoinネットワークでは‬
‭約105,120,000枚のMonacoin‬
‭が生成される事になる‬

‭なし。ただし、投票により発‬
‭行条件が変更された場合はこ‬
‭の限りではない。‬

‭年毎のインフレーションレー‬
‭トは1%‬
‭2023年5月現在、1ブロックを‬
‭発行するごとに0.5QTUM発行‬

‭過去３年間の発行状況‬

‭なし‬
‭初期発行の時点で上限数量ま‬
‭で発行されている。‬
‭https://messari.io/asset/polygo‬
‭n/profile/launch-and-initial-toke‬
‭n-distribution‬

‭なし‬ ‭2023/4/28時点で89,816,950‬
‭MONA発行済み‬

‭PLT (ePLT) はEthereumブロッ‬
‭クチェーン上のERC20トーク‬
‭ンとして、2021年5月25日に‬
‭1,000,000,000 PLTが全量発行‬
‭された。‬

‭2023年5月2日時点で‬
‭104,639,590QTUM発行されて‬
‭いる‬

‭過去３年間の発行理由‬ ‭-‬ ‭ー‬ ‭ブロック生成時に発行‬
‭資金調達、プラットフォーム‬
‭のエコシステム構築を目的と‬
‭して発行‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
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‭て発行‬

‭過去３年間の償却状況‬

‭①2022年1月18日から2023年‬
‭6月19日の間に、合計で‬
‭16,077,106.84 MATICが焼却‬
‭②焼却準備中のMATICが2023‬
‭年6月19日現在162317.62‬
‭MATIC存在。‬

‭手数料等の受入の結果、プロ‬
‭トコルに蓄積されたDAIの保‬
‭有量が一定額に達した際、‬
‭DAIを払い出し、代わりに‬
‭MKRを償却するという手続き‬
‭が断続的に実施されている‬

‭−‬ ‭なし‬ ‭−‬

‭過去３年間の償却理由‬

‭EIP–1559（優先手数料は引き‬
‭続きバリデータに支払われる‬
‭一方、基本手数料は焼却する‬
‭扱いに変更するメカニズムの‬
‭実装）がPolygonにも導入され‬
‭ており、取引手数料の一部が‬
‭焼却されている‬

‭プロトコルには、手数料等の‬
‭受入の結果蓄積されたDAIの‬
‭保有量が一定額に達した際、‬
‭DAIを払い出し、MKRを買い‬
‭入れて償却するという手続き‬
‭が組み込まれている‬

‭−‬ ‭-‬ ‭−‬

‭発行者の行う発行業務‬
‭に対する監査の有無‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭−‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭CertiK‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭−‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭2021年4月19日‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭−‬

‭直近時点における監査‬
‭結果‬

‭指摘された点については修正‬
‭済み　‬
‭https://www.certik.com/project‬
‭s/matic‬

‭ー‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭−‬
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭-‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用するブロック‬
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭-‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値移転認証の仕組み‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭・台帳形式‬
‭・価値移転認証を求める暗号‬
‭データを記録者が解読し、利‬
‭用者および移転内容の真正性‬
‭を確認して価値移転記録台帳‬
‭の記録を確定する‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する‬

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭秘匿化の方法‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭記録者の多数決による確認を‬
‭経て移転記録が認証される仕‬
‭組みを用い、多数の記録者の‬
‭ネットワークへの参加を得る‬
‭ことによって信頼性を確保す‬
‭る。‬
‭Polygon上で発行されるMATIC‬
‭では、ステーキングされた‬
‭MATICの2/3を超える分の合意‬
‭が必要である‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェー‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬
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‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、606,953であり（‬
‭2023年6月9日現在）、世界各‬
‭地に分布されており、価値移‬
‭転ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、561,655であり（‬
‭2023年4月25日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭記録者の数‬ ‭100‬ ‭606,953‬
‭（23年6月9日現在）‬

‭143‬
‭（参考）‬
‭https://monacoin.trance-cat.co‬
‭m/nodes.php‬

‭561,655‬
‭（23年4月25日現在）‬

‭385‬
‭（23年5月2日現在）‬

‭記録者の分布状況‬ ‭不特定‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭日本の割合が高いが、世界中‬
‭に分布している‬
‭分布している主要な国は以下‬
‭の通り。‬

‭日本：65%‬
‭アメリカ：7.7%‬
‭中国、ドイツ、台湾：2.8%‬
‭https://monacoin.trance-cat.co‬
‭m/nodes.php‬

‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬ ‭主にアメリカ合衆国、韓国‬

‭記録者の主な属性‬

‭Heimdallレイヤーで報酬を得‬
‭るためにステーキング活動を‬
‭行っているステーキング参加‬
‭者。‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭誰でも自由に記録者になるこ‬
‭とができる‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）すること誰でも自由に‬
‭記録者になることができる。‬

‭不特定、誰でも自由に記録者‬
‭になることができる‬

‭記録の修正方法‬ ‭ブロックに記録された後は修‬
‭正・変更は行われない‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者が合意し、各記録者が‬
‭保管する台帳の修正を自ら行‬
‭う‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者が合意し、各記録者が‬
‭保管する台帳の修正を自ら行‬
‭う‬

‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者による多数の合意がな‬
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼ることなく、記録保持‬
‭の仕組みそのものにより信用‬
‭が維持されている。‬
‭また、Polygonの記録者になる‬
‭ためには、必要なMATIC（‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者による多数の合意がな‬
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼らず、記録保持の仕組‬
‭みそのものを信用の基礎とし‬
‭ている‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者による多数の合意がな‬
‭ければ不正が成立せず、記録‬
‭者が十分に多数であることに‬
‭よって、個々の記録者の信用‬
‭力に頼らず、記録保持の仕組‬
‭みそのものを信用の基礎とし‬
‭ている‬

‭64‬



‭ERC–20準拠）をステーキン‬
‭グするだけの資金と、ノード‬
‭を運用する能力を持っていな‬
‭ければならない。また、報酬‬
‭を得るために正しい記録を行‬
‭おうとするインセンティブが‬
‭働く。‬

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬

‭なし‬
‭ブロックチェーンの監査‬
‭(CeriK)は実施しているが、管‬
‭理状況に対する監査は行って‬
‭いない。‬

‭あり‬ ‭−‬ ‭あり‬ ‭なし‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭−‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭−‬

‭その監査結果‬ ‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭−‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭−‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭ー‬

‭記録者の統括者の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭統括者の名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の所在地‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の属性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の概要‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭Heimdallレイヤーでは記録者‬
‭が結託して2/3+1以上の投票力‬
‭を獲得した場合、改ざんが可‬
‭能である。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭多数の記録者が結託し、ある‬
‭いは既存の記録者が有する処‬
‭理能力合計よりも強力な能力‬
‭を用いることによって、記録‬
‭台帳を改竄すること発行プロ‬
‭グラムを改変することができ‬
‭る‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭メインネットワーク上で多数‬
‭の記録者が結託することで記‬
‭録台帳を改竄することができ‬
‭る‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭なし‬

‭破綻した場合には価値が喪失‬
‭する可能性があるが、発行者‬
‭が自立分散型組織（DAO）で‬
‭あるため、発行者が破綻する‬
‭という状況が発生しない可能‬
‭性が高い‬

‭なし‬

‭PLTの発行者は、開発をリー‬
‭ドしている組織であるため、‬
‭破綻により開発が遅延又は停‬
‭止した場合、価値が毀損する‬
‭可能性がある。‬
‭ただし、発行済のトークン自‬
‭体はチェーン上に流通してお‬
‭り、万一破綻した場合であっ‬
‭ても発行者に依存しない利用‬
‭用途が付加されている場合、‬
‭価値が消失する可能性は低‬
‭い。‬

‭なし‬

‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭−‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年6月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭記録者の大多数が破たんした‬
‭場合、正しい記録が行われな‬
‭いリスクや価値移転が記録さ‬
‭れないリスクに直面し、価値‬
‭が喪失する可能性がある。し‬
‭かし、記録者には一定の要件‬
‭を満たすことで誰でもなるこ‬
‭とができるため、記録者が一‬
‭度に破たんするような可能性‬
‭は低いと考えられる。また、‬
‭一部の記録者のみの破たんで‬
‭はネットワークに問題は生じ‬
‭ない。‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年4月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭−‬
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‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭トランザクション数が処理能‬
‭力を超えて増大すると台帳へ‬
‭の記録の遅延が発生する可能‬
‭性がある。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭・ネットワークがピークトラ‬
‭フィックに達すると、需要が‬
‭供給を上回り、採掘者が処理‬
‭するものを選ぶことができる‬
‭ため、遅延、取引の滞留、ま‬
‭た取引手数料の押し上げが起‬
‭こり、健全な取引手数料を支‬
‭払ったとしても遅延が起こる‬
‭可能性がある‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭−‬

‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する‬
‭特記事項‬

‭現状正常に稼働しているも‬
‭の、未発見のバグが発見され‬
‭る可能性がある。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭MKRのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬
‭ただし、これはスマートコン‬
‭トラクトの脆弱性に起因して‬
‭おり、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては‬
‭まり、MKR固有の懸念点では‬
‭ない。‬

‭現時点ではプログラムが適正‬
‭に機能し、所有データの改‬
‭竄、不正取引、モナコインの‬
‭複数同時保有する状況などの‬
‭不適切な状態に陥ることを排‬
‭除しているが、未検出のプロ‬
‭グラムの脆弱性やプログラム‬
‭更新などにより新たに生じた‬
‭脆弱性を利用し、データが改‬
‭竄され、価値移転の記録が異‬
‭常な状態に陥る可能性があ‬
‭る。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭PLT発行のためのスマートコ‬
‭ントラクトに脆弱性があった‬
‭場合に不正にPLTが盗み取ら‬
‭れるリスクがある。ただし、‬
‭これはスマートコントラクト‬
‭の脆弱性に起因しており、ま‬
‭たこれらはその他のERC20系‬
‭暗号資産にも当てはまり、‬
‭PLT固有の懸念点ではない。‬

‭未検出のプログラムの脆弱性‬
‭やプログラム更新などにより‬
‭新たに生じた脆弱性を利用‬
‭し、データが改竄され、価値‬
‭移転の記録が異常な状態に陥‬
‭る可能性がある‬

‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭攻撃者が任意にトークンを生‬
‭成できる不具合や、ネット‬
‭ワークが一定期間停止する不‬
‭具合、大規模なブロック再編‬
‭成（リオーグ）が発生した事‬
‭例がある。現在はいずれも解‬
‭消されている。‬

‭2019年4月、MakerDAOのガ‬
‭バナンス投票のシステムにお‬
‭いて脆弱性が発見されたもの‬
‭の、問題箇所は迅速に修正さ‬
‭れユーザーに被害が生じる等‬
‭の影響は発生していない。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬

‭2014年に、ブロック難易度の‬
‭調整不具合でブロックチェー‬
‭ンの同期が遅延するなど影響‬
‭がでたことで、アルゴリズム‬
‭を変更した‬

‭PLTとしては不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭リリース前のためPLTへの影‬
‭響はない。‬

‭−‬
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‭Ethereumにおいて2023年5月‬
‭12日、ブロックのファイナラ‬
‭イズが約30分間遅延する障害‬
‭が発生したが、MKRへの影響‬
‭は確認できなかった。‬

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の‬
‭状況‬

‭2022年1月18日 EIP-1559実装‬
‭のためのアップデート‬

‭2022年3月18日 Polygon PoS‬
‭へのTendermint実装により生‬
‭じた不具合に対応するための‬
‭アップデート‬

‭2023年1月17日 ガス代の軽減‬
‭とブロックチェーンの再編成‬
‭（リオーグ）に対処するため‬
‭のアップデート‬

‭MKRの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、MKRは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭世界に先駆け2017年3月に‬
‭segwit対応のシグナルを開始‬
‭し、１週間程度のロックイン‬
‭後、コードをメインネットに‬
‭デプロイし、世界初のActivate‬
‭化‬

‭PLTの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、PLTは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭−‬

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬ ‭なし‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは‬
‭未定だが、2023年にSharding‬
‭等の記録処理能力を高める‬
‭アップデートが行われる予定‬
‭である。‬

‭なし‬
‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭なし‬ ‭とくになし。‬

‭2018年5月に、セルフィッ‬
‭シュ・マイニング攻撃（Block‬
‭withholding attack）を受け、‬
‭ブロックチェーンの大規模な‬
‭再編成（reorg）が発生‬

‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭MATIC‬ ‭MKR‬ ‭MONA‬ ‭PLT‬ ‭QTUM‬

‭価格データの出所‬
‭（基準日付）‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年7月28日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年6月9日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$0.71‬ ‭$627.47‬ ‭$0.41‬ ‭$0.07‬ ‭$2.61‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥100.23‬ ‭¥87,472.11‬ ‭¥56.29‬ ‭¥9.24‬ ‭¥355.94‬

‭ドル/円計算レート‬ ‭¥141.15‬ ‭¥139.40‬ ‭¥137.29‬ ‭¥132.00‬ ‭¥136.38‬

‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭10,106‬ ‭-‬ ‭−‬

‭その他事項‬

‭ポリゴン（MATIC）は複数の‬
‭ブロックチェーン上で取引さ‬
‭れる暗号資産であるが、当社‬
‭で取扱うMATICはPolygon‬
‭チェーンのみに対応してい‬
‭る。そのため、Ethereum‬
‭チェーンを含む、Polygon‬
‭チェーン以外を利用したポリ‬
‭ゴン（MATIC）の受取、送金‬
‭には対応していない。‬

‭・当社で取扱うMKRは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したMKRの受取、送金には対‬
‭応していない。‬

‭−‬

‭・当社で取扱うPLTは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したPLTの受取、送金には対‬
‭応していない。‬
‭・受託販売の実施に当たり、‬
‭通貨発行者より報酬として当‬
‭該トークン及び法定通貨を受‬
‭領した。‬

‭当社はQtumの取扱い開始にあ‬
‭たり、通貨発行者より報酬と‬
‭してBitcoinを受領した。‬

‭更新年月日‬ ‭2023/7/28‬ ‭2023/6/9‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬
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‭【基礎情報】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭日本語の名称‬ ‭サンド‬ ‭ゼム‬ ‭ステラルーメン‬ ‭エックスアールピー（リップ‬
‭ル）‬ ‭シンボル‬

‭現地語の名称‬ ‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭Stellar Lumens‬ ‭XRP（Ripple）‬ ‭Symbol‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬ ‭ザ・サンドボックス‬ ‭ネム‬ ‭ステラ‬ ‭ー‬ ‭ジム‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬ ‭2019年10月29日‬ ‭2015年3月29日‬ ‭2014/7/31‬ ‭2012年9月（Ripple‬

‭Consensus Ledgerの開始日）‬ ‭2021年3月17日‬

‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬ ‭$958,954,165.24‬ ‭$300,306,952.54‬ ‭$2,358,741,679.09‬ ‭$22,818,727,048.26‬ ‭$273,053,429.97‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬ ‭¥130,838,108,044.55‬ ‭¥40,973,380,092.57‬ ‭¥321,822,783,451.46‬ ‭¥3,113,349,087,177.30‬ ‭¥37,259,999,995.86‬

‭主な利用目的‬ ‭送金、決済、投資‬ ‭送金、決済、投資‬ ‭個人、中小企業向け送金、決‬
‭済、投資‬ ‭送付（送金）、決済、投資‬ ‭送金、決済、投資‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用制限の内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭一般的な性格‬ ‭メタバース「The Sandbox」‬
‭上で利用される暗号資産‬

‭・トランザクションを行う際‬
‭に支払う手数料‬
‭・ブロック生成を行う記録者‬
‭への報酬‬
‭・記録作業を委任した者への‬
‭報酬‬
‭・スーパーノード運用者への‬
‭報酬‬

‭一般人、中小企業、中小金融‬
‭機関の間で直接的に資金を移‬
‭動可能なプラットフォームを‬
‭利用するための暗号資産‬

‭・XRPは金融機関の送金にお‬
‭いて法定通貨間のブリッジ通‬
‭貨としてオンデマンドの流動‬
‭性を提供する役割を有してい‬
‭る。これによって金融機関は‬
‭従来よりも格段に流動性コス‬
‭トを下げつつも送金先のリー‬
‭チをグローバルに広げること‬
‭ができる。‬

‭・トランザクションを行う際‬
‭に支払う手数料‬
‭・ブロック生成を行う記録者‬
‭への報酬‬
‭・記録作業を委任した者への‬
‭報酬‬
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‭・XRPはRipple Consensus‬
‭Ledger上での取引における取‬
‭引料としての性格も有してい‬
‭る。ネットワークへの攻撃が‬
‭起こった時には手数料が自動‬
‭的に釣り上げられるため、攻‬
‭撃が未然に防げる仕組みと‬
‭なっている。XRPは3〜5秒ご‬
‭とにファイナリティをもって‬
‭決済を行うことができ、1秒に‬
‭つき1,500の取引を決済できる‬
‭スケーラビリティを有する構‬
‭造となっている。‬

‭法的性格（資金決済法‬
‭第2条第5項第１号、第‬
‭２号の別　例：第1号）‬

‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬

‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭-‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭-‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬

‭交換（売買）の制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬
‭組織の形態‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬
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‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭利用者の真正性の確認‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、SANDはEthereum上で‬
‭発行されるERC20トークンで‬
‭あるため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭秘密鍵と公開鍵を用いた暗号‬
‭化技術により、利用者本人が‬
‭発信した移転データと特定‬
‭し、記帳する‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬ ‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Importance‬ ‭Stellar Consensus Protocol‬

‭・Ripple Consensus Ledger（‬
‭RCL）は独自のコンセンサス‬
‭アルゴリズムを採用し、‬
‭Proof-of-Workよりもより速く‬
‭かつ効率的に取引を承認する‬
‭ことができる‬
‭・信頼される認証済み法人バ‬
‭リデーター（検証者）が取引‬
‭についての投票を行い、80%‬
‭以上の合意が得られた取引に‬
‭ついては承認を行う。RCLで‬
‭は決済が3〜5秒ごとに実行さ‬
‭れ、1秒につき1,500の取引ま‬
‭で対応できるスケーラビリ‬
‭ティを有する‬

‭Proof of Stake＋‬

‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭ETH‬ ‭−‬ ‭XRP‬ ‭−‬ ‭XEM‬

‭72‬



‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭取引単位の呼称‬ ‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭1 XRP = 1,000,000 drop‬ ‭XYM‬

‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬

‭0.000000000000000001‬
‭SAND‬

‭0.000001 XEM‬ ‭0.0000001 XLM‬ ‭1 drop （ = 0.000001 XRP）‬ ‭0.000001 XYM‬

‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬

‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬

‭あり‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬

‭ｍSAND‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬

‭Polygon PoSチェーン上で発‬
‭行された「SAND」。「‬
‭mSAND」はThe Sandboxプ‬
‭ラットフォーム上でステーキ‬
‭ングが可能で報酬を得られ‬
‭る。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬

‭可‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬

‭1:1‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬

‭The Sandboxプラットフォー‬
‭ムで交換（ブリッジ）する。‬
‭GAS代が必要である。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬

‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬
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‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬

‭・メタバース（The Sandbox‬
‭）上でプレイヤーがゲームや‬
‭アイテムを作成・所有し、報‬
‭酬を受け取ることができる‬
‭が、日本在住のユーザーには‬
‭制限が設けられている。‬

‭・ｍSANDをステーキングす‬
‭ることで報酬を得ることがで‬
‭きる。‬

‭−‬ ‭DEXの提供（StellarX：‬
‭https://www.stellarx.com/）‬

‭金融機関の国際送金において‬
‭流動性確保するためのブリッ‬
‭ジ通貨として使われる。‬
‭Ripple Labs Inc.とR3 LLCが共‬
‭同で行い、12の金融機関が参‬
‭加した実証試験ではXRPを使‬
‭用することで送金コストが‬
‭60%低減できることが実証さ‬
‭れた。‬

‭−‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭21年12月よりmSANDのス‬
‭テーキングが開始し、23年4‬
‭月現在も継続中である。‬

‭−‬ ‭安定したサービスが続いてい‬
‭る‬

‭・上記の通り、2016年に金融‬
‭機関による実証試験が行われ‬
‭た‬
‭・マネーグラム社がXRPを利‬
‭用し米国とメキシコ間でODL‬
‭を利用した国際送金を初めて‬
‭行っている‬
‭・FlashFXはフィリピンへの‬
‭支払いで正式にODLを導入し‬
‭た（AUD/PHP）‬

‭−‬
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‭【発行状況】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭発行者‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬

‭発行主体の名称‬ ‭TSBMV Global Limited‬ ‭−‬ ‭ステラ開発財団 （‬
‭https://www.stellar.org/ ）‬ ‭Ripple Labs Inc.‬ ‭−‬

‭発行主体の所在地‬ ‭イギリス領ケイマン諸島‬ ‭−‬ ‭米国・カリフォルニア州‬ ‭San Francisco, California,‬
‭U.S.‬ ‭−‬

‭発行主体の属性等‬ ‭システム開発業者‬ ‭−‬ ‭非営利団体‬ ‭ソフトウェア開発‬ ‭−‬

‭発行主体概要‬

‭発行主体であるTSBMV Global‬
‭Limitedは、仮想空間上のゲー‬
‭ムプラットフォームThe‬
‭Sandboxを提供しており、プ‬
‭ラットフォームにおける通貨‬
‭としてSANDを発行している‬

‭−‬ ‭ステラ開発財団 （‬
‭https://www.stellar.org/ ）‬

‭Ripple Labs Inc.（‬
‭https://ripple.com/）‬ ‭−‬

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭SANDは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、SANDは実際にホワイ‬
‭トペーパー通りに運営されて‬
‭おり、記録者による記録が継‬
‭続され、市場で取引されてい‬
‭るという実績がある。‬

‭多数決をもって移転記録が認‬
‭証される仕組みと、ブロック‬
‭チェーンによる保有・移転記‬
‭録の管理とその記録の公開に‬
‭よって信用力を高めている。‬

‭・オープンなネットワーク上‬
‭で固有のStellar Consensus‬
‭Protocolによって取引が承認‬
‭され、暗号化技術による堅牢‬
‭なセキュリティ構造を有する‬
‭・取引が承認されるためには‬
‭バリデーター（承認者）の合‬
‭意が必要、承認された取引は‬
‭グローバルに共有されたパブ‬
‭リックな台帳に記録され、改‬
‭ざん不可能‬

‭XRPはオープンなネットワー‬
‭ク上で固有のコンセンサスア‬
‭ルゴリズムによって取引が承‬
‭認され、暗号化技術による堅‬
‭牢なセキュリティ構造を有す‬
‭る。取引が承認されるために‬
‭は80%以上の認証済み法人バ‬
‭リデーターが合意をする必要‬
‭があり、承認された取引はグ‬
‭ローバルに共有されたパブ‬
‭リックな台帳に記録され、改‬
‭ざん不可能となる。‬

‭XRPは国際送金の法人向け‬
‭ユースケースをサポートする‬
‭機能を有したデジタルアセッ‬
‭トであり、銀行によって直接‬
‭保管され使用される実証試験‬
‭が行われた唯一の独立型暗号‬

‭多数決をもって移転記録が認‬
‭証される仕組みと、ブロック‬
‭チェーンによる保有・移転記‬
‭録の管理とその記録の公開に‬
‭よって信用力を高めている。‬
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‭資産である。‬

‭XRPはネットワーク開始以降‬
‭2900万回台帳が更新されてお‬
‭り、2016年には一度もダウン‬
‭タイムは発生しておらず、強‬
‭固なネットワークにより支え‬
‭られている。‬

‭発行方法‬

‭2019年10月29日にEthereum‬
‭ブロックチェーン上のERC20‬
‭トークンとして、‬
‭3,000,000,000 SANDが全量発‬
‭行された‬

‭2015年のNEMローンチ時に全‬
‭て発行済み‬

‭ICO、プログラムによる自動‬
‭発行（2019年11月に終了）、‬
‭プロジェクトへのエアドロッ‬
‭プ‬

‭2012年のネットワーク発足時‬
‭に全て発行済み‬

‭Symbolブロックチェーンの‬
‭ローンチ時に約78億XYMを発‬
‭行しXEM保有者に割り当て、‬
‭残りの約12億XYMはプログラ‬
‭ムによる自動発行‬

‭発行可能数‬ ‭3,000,000,000 SAND‬ ‭8,999,999,999 XEM‬ ‭50,001,787,366 XLM‬
‭（2023年4月28日現在）‬ ‭100,000,000,000 XRP‬ ‭8,999,999,999XYM‬

‭発行可能数の変更可否‬ ‭不可‬ ‭不可‬ ‭可‬ ‭不可（全量発行済みのため追‬
‭加発行無し）‬ ‭不可‬

‭変更方法‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭発行プログラムの変更‬

‭Ripple Consensus Ledgerの‬
‭P2Pサーバー向けソフトウェ‬
‭アであるrippledのプログラム‬
‭変更（現時点では発行するプ‬
‭ログラム自体が存在しないの‬
‭で、新規に作成する必要があ‬
‭る）‬

‭−‬

‭変更の制約条件‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭・80％以上のバリデーターが‬
‭合意しなければならない‬
‭・合意後に、プログラムの修‬
‭正を実施する必要がある‬

‭−‬

‭発行済み数量‬ ‭3,000,000,000 SAND‬ ‭8,999,999,999 XEM‬ ‭50,001,787,366 XLM‬
‭（2023年4月28日現在）‬ ‭100,000,000,000 XRP‬ ‭7,967,988,930XYM（2023年5‬

‭月1日時点）‬
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‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭−‬

‭・2012年に全て発行されてお‬
‭り、今後の発行予定は無い‬
‭・発行済のXRPの約62%（‬
‭2017年9月時点）をRipple‬
‭Labs Inc.が保有し、市場に分‬
‭配している。約37%はすでに‬
‭市場に流通している‬

‭ビットコインのインフレー‬
‭ションレートに連動し、約12‬
‭億XYMが記録者への報酬とし‬
‭て自動発行される‬

‭過去３年間の発行状況‬

‭2020年8月にトークンセール‬
‭を実施、すでに全量の‬
‭3,000,000,000 SANDを発行し‬
‭ている。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭ー（2012年に全て発行済）‬ ‭125,060,305 XYM（2023年5‬
‭月1日時点）‬

‭過去３年間の発行理由‬
‭資金調達、プラットフォーム‬
‭のエコシステム構築を目的と‬
‭して発行‬

‭−‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭記録者への報酬‬

‭過去３年間の償却状況‬ ‭0.8725399582 SAND‬
‭（2023年4月26日時点）‬ ‭なし‬ ‭−‬

‭2020年11月4日の‬
‭99,990,858,873から2023年5‬
‭月2日までに1,859,875が焼却‬
‭され、99,988,998,998となっ‬
‭た。‬

‭不明‬

‭過去３年間の償却理由‬ ‭不明‬ ‭−‬ ‭−‬

‭ネットワークを攻撃者から守‬
‭るためのメカニズムとして手‬
‭数料を課し、その手数料分の‬
‭XRPを焼却させる‬

‭−‬

‭発行者の行う発行業務‬
‭に対する監査の有無‬ ‭なし‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭なし‬ ‭−‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭直近時点における監査‬
‭結果‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリックとプライベートの‬

‭ハイブリッド型‬
‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭利用するブロック‬
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭価値移転認証の仕組み‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭秘匿化の方法‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬
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‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、561,655であり（‬
‭2023年4月25日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）によるノードの過去動作‬
‭を監視した評価軸とノードの‬
‭計算作業量をもって移転記録‬
‭が認証される仕組みを用い、‬
‭多数の記録者のネットワーク‬
‭への参加を得ることによっ‬
‭て、データ改竄の動機を排除‬
‭し、信頼性を確保する。‬

‭バリデーターが取引について‬
‭の投票を行い、合意が得られ‬
‭た取引については承認を行う‬
‭事により信頼性を確保する‬

‭・健全なネットワークを保全‬
‭する動機を有する認証済法人‬
‭バリデーターによって取引が‬
‭承認される仕組みを有してい‬
‭る‬
‭・ネットワークの攻撃に対し‬
‭て自動的に取引手数料が釣り‬
‭上がる仕組みを有しており、‬
‭攻撃を未然に防ぐことができ‬
‭る‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）によるノードの過去動作‬
‭を監視した評価軸とノードの‬
‭計算作業量をもって移転記録‬
‭が認証される仕組みを用い、‬
‭多数の記録者のネットワーク‬
‭への参加を得ることによっ‬
‭て、データ改竄の動機を排除‬
‭し、信頼性を確保する。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭記録者の数‬ ‭561,655‬
‭（23年4月25日現在）‬

‭143‬
‭(23年4月28日時点)‬

‭123 アクティブノード‬
‭-うち 74 ウォッチャーノード‬
‭-うち 49 アクティブバリデー‬
‭ター（うち 36 フルバリデー‬
‭ター）‬
‭（2023年4月28日現在）‬

‭123のバリデーター（検証‬
‭者）ノード（2023年4月時‬
‭点）‬
‭注：他のパブリックブロック‬
‭チェーンにも言えるように、‬
‭ノードは情報の共有を拒否す‬
‭ることも可能であるため、上‬
‭記の数字はRipple Labs Inc.が‬
‭把握している部分の数字のみ‬
‭を示している‬

‭891‬
‭（2023年5月1日時点）‬

‭記録者の分布状況‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬ ‭主にドイツ、日本、米国など‬

‭https://stellarbeat.io/にて確認‬
‭可能‬
‭主にアメリカ、ドイツ、シン‬
‭ガポール‬

‭世界中に分散‬ ‭主にドイツ、日本、リトアニ‬
‭アなど‬

‭記録者の主な属性‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）すること誰でも自由に‬
‭記録者になることができる。‬

‭不特定、誰でも一定条件を満‬
‭たすことで記録者になること‬
‭ができる‬

‭−‬

‭誰でも自由に記録者になるこ‬
‭とができるが、信頼されてい‬
‭るバリデーターの投票だけが‬
‭投票プロセスにおいて考慮さ‬
‭れる‬

‭不特定、誰でも一定条件を満‬
‭たすことで記録者になること‬
‭ができる‬

‭記録の修正方法‬
‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭−‬

‭・取引が一旦記録されると、‬
‭取引は変更することができな‬
‭い‬
‭・承認された送金はキャンセ‬
‭ルすることができないので、‬
‭その送金を無効とするために‬
‭は反対の取引を別途行う必要‬
‭がある‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭1万XEM以上を保有するもの‬
‭であれば誰でも記録者になる‬
‭ことができるが、ブロック生‬
‭成を行う（報酬を受け取る）‬
‭記録者として選出されるには‬
‭「インポータンス」が重要に‬
‭なる。‬
‭「インポータンス」は保有量‬
‭と取引量（トランザクション‬

‭台帳プログラムに実装されて‬
‭いる連合ビザンチン合意（‬
‭FBA）のスキームが台帳記録‬
‭の信用力を保証する。このス‬
‭キームは従来型のビザンチン‬
‭合意のスキームを応用したも‬
‭ので、信頼できるノードの集‬
‭合体がトランザクションの承‬
‭認を行えるようにすること‬

‭・パブリックな台帳ネット‬
‭ワークを保持する動機があ‬
‭る、確認・証明済みの法人が‬
‭バリデーター（検証者）に‬
‭なっている。‬
‭・そのうち、トップのバリ‬
‭データー運用のパフォーマン‬
‭スを示した複数のバリデー‬
‭ターのみがUnique Node List‬

‭1万XYM以上を保有するもの‬
‭であれば誰でも記録者になる‬
‭ことができるが、ブロック生‬
‭成を行う（報酬を受け取る）‬
‭記録者として選出されるには‬
‭「インポータンス」が重要に‬
‭なる。‬
‭「インポータンス」は保有量‬
‭と取引量（トランザクション‬
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‭量）によって算出される。‬
‭取引量を加味する必要がある‬
‭ことで保有量が多い記録者が‬
‭ブロック生成を占有すること‬
‭がなくなり、また取引を正常‬
‭に完了させるインセンティブ‬
‭が働く。‬
‭このような仕組みを用いるこ‬
‭とで記録者の信用力の向上に‬
‭つなげている。‬

‭で、XLMのシステムをより強‬
‭固にByzantine Fault Tolerance‬
‭なものとしている。‬

‭（UNL）という推奨リストに‬
‭追加され、ネットワークの‬
‭ノードによって参照されるた‬
‭め個々の記録者の信用は必要‬
‭としない仕組みになってい‬
‭る。‬

‭量）、ノード運用の有無によっ‬
‭て算出される。‬
‭そのため保有量が多い記録者‬
‭がブロック生成を占有するこ‬
‭とがなくなり、また取引を正‬
‭常に完了させるインセンティ‬
‭ブが働く。‬
‭このような仕組みを用いるこ‬
‭とで記録者の信用力の向上に‬
‭つなげている。‬

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭なし‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭その監査結果‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭記録者の統括者の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭統括者の名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の所在地‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の属性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
‭統括者の概要‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭高いインポータンスを持つ記‬
‭録者が結託した場合に台帳と‬
‭プログラムが改ざんされる可‬
‭能性はあるが、記録者は1万‬
‭XEM以上を保有する必要があ‬
‭り、また取引を正常に完了さ‬
‭せるインセンティブが働いて‬
‭いることから改ざんは発生し‬
‭にくいものと考えられる。‬

‭信頼するバリデーターが意に‬
‭反して結託した場合、台帳と‬
‭データは改ざんされる可能性‬
‭がある‬

‭・信頼するバリデーターが意‬
‭に反して結託した場合、台帳‬
‭とデータは改ざんされる可能‬
‭性がある。‬
‭・また、暗号資産の移転等を‬
‭支えるコミュニティの崩壊等‬
‭により、暗号資産の移転が不‬
‭可能となる可能性及びその他‬
‭の理由等に起因し、最悪の場‬
‭合は、暗号資産の価値がゼロ‬
‭となる可能性がある。‬

‭高いインポータンスを持つ記‬
‭録者が結託した場合に台帳と‬
‭プログラムが改ざんされる可‬
‭能性はあるが、記録者は1万‬
‭XYM以上を保有する必要があ‬
‭り、また取引を正常に完了さ‬
‭せるインセンティブが働いて‬
‭いることから改ざんは発生し‬
‭にくいものと考えられる。‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭TSBMV Global LimitedはThe‬
‭Sandboxのプラットフォーム‬
‭を統括する組織であるため、‬
‭将来的に分散型組織になるべ‬
‭く進められているが途中で破‬
‭綻により開発が遅延又は停止‬
‭した場合、価値が毀損する可‬
‭能性がある‬
‭ただし、発行済のトークン自‬
‭体はチェーン上に流通してお‬
‭り、万一破綻した場合であっ‬
‭ても発行者に依存しない利用‬
‭用途が付加されている場合、‬
‭価値が消失する可能性は低い‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は50万以上存在‬
‭し（23年4月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭記録者の大多数が破たんした‬
‭場合、正しい記録が行われな‬
‭いリスクや価値移転が記録さ‬
‭れないリスクに直面し、価値‬
‭が喪失する可能性がある。し‬
‭かし、記録者には一定の要件‬
‭を満たすことで誰でもなるこ‬
‭とができるため、記録者が一‬
‭度に破たんするような可能性‬
‭は低いと考えられる。また、‬
‭一部の記録者のみの破たんで‬

‭−‬ ‭−‬

‭記録者の大多数が破たんした‬
‭場合、正しい記録が行われな‬
‭いリスクや価値移転が記録さ‬
‭れないリスクに直面し、価値‬
‭が喪失する可能性がある。し‬
‭かし、記録者には一定の要件‬
‭を満たすことで誰でもなるこ‬
‭とができるため、記録者が一‬
‭度に破たんするような可能性‬
‭は低いと考えられる。また、‬
‭一部の記録者のみの破綻では‬
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‭はネットワークに問題は生じ‬
‭ない。‬

‭ネットワークに問題は生じな‬
‭い。‬

‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭トランザクション処理性能が‬
‭最大で1秒あたり2トランザク‬
‭ションであるため、大量のト‬
‭ランザクションがごく短い期‬
‭間で発生した際、記録処理が‬
‭追いつかずトランザクション‬
‭のブロックチェーンへの取り‬
‭込みが遅延する可能性があ‬
‭る。‬

‭・信頼されるバリデータの大‬
‭多数のネットワーク接続が失‬
‭われた場合、接続が復活する‬
‭まで価値移転の記録が遅延す‬
‭る可能性がある‬
‭・信頼されるバリデーターが‬
‭互換性のないソフトウェアの‬
‭バージョンを使用した場合、‬
‭大多数のバリデーターが互換‬
‭性のあるソフトウェアに移行‬
‭するまで、または、非互換の‬
‭ソフトウェアを使うバリデー‬
‭ターを投票プロセスから除外‬
‭するという設定をするまでは‬
‭価値移転の記録が遅延する可‬
‭能性がある。‬

‭信頼されるバリデータの大多‬
‭数のネットワーク接続が失わ‬
‭れた場合、接続が復活するま‬
‭で価値移転の記録が遅延する‬
‭可能性がある‬

‭また、信頼されるバリデー‬
‭ターが互換性のないソフト‬
‭ウェアのバージョンを使用し‬
‭た場合、大多数のバリデー‬
‭ターが互換性のあるソフト‬
‭ウェアに移行するまで、また‬
‭は、非互換のソフトウェアを‬
‭使うバリデーターを投票プロ‬
‭セスから除外するという設定‬
‭をするまでは価値移転の記録‬
‭が遅延する可能性がある‬

‭トランザクション処理性能が1‬
‭秒あたり132トランザクショ‬
‭ンであるため、それ以上の大‬
‭量のトランザクションがごく‬
‭短い期間で発生した際、記録‬
‭処理が追いつかずトランザク‬
‭ションのブロックチェーンへ‬
‭の取り込みが遅延する可能性‬
‭がある。‬

‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する‬
‭特記事項‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭SAND発行のためのスマート‬
‭コントラクトに脆弱性があっ‬
‭た場合に不正にSANDが盗み‬
‭取られるリスクがある。ただ‬
‭し、これはスマートコントラ‬
‭クトの脆弱性に起因してお‬
‭り、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては‬
‭まり、PLT固有の懸念点では‬
‭ない。‬

‭未検出のプログラムの脆弱性‬
‭やプログラム更新などにより‬
‭新たに生じた脆弱性を利用‬
‭し、データが改竄され、価値‬
‭移転の記録が異常な状態に陥‬
‭る可能性がある。‬

‭−‬

‭・どのようなソフトウェアに‬
‭も言えることだが、ソフト‬
‭ウェアの不具合が問題を引き‬
‭起こす可能性は否定できない‬
‭が、Ripple Labs Inc.では新し‬
‭いバージョンがアップデート‬
‭される前に入念なQAを行って‬
‭おり不具合の可能性を最小化‬
‭している。‬
‭・Ripple Consensus Ledgerは‬
‭これまで2,900万回、一度も‬
‭フォークなどの大きな問題は‬
‭経験することなく台帳を更新‬
‭している。‬

‭未検出のプログラムの脆弱性‬
‭やプログラム更新などにより‬
‭新たに生じた脆弱性を利用‬
‭し、データが改竄され、価値‬
‭移転の記録が異常な状態に陥‬
‭る可能性がある。‬

‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭SANDとしては不具合の発生‬
‭は確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬

‭23年2月にチェーンが一時停‬
‭止し、約12時間後に復旧し‬
‭た。‬

‭ブロック4129631の生成後、‬
‭予期せぬトランザクションが‬

‭日本時間2019年5月16日に約‬
‭67分間ネットワーク停止の不‬
‭具合が発生した。現在は復‬
‭旧・解決済みであり、当該事‬
‭故から現在までに同様の不具‬
‭合は発生していない‬

‭−‬ ‭−‬
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‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭SANDへの影響は確認できな‬
‭かった。‬

‭「Unconfirmed Transactions‬
‭キャッシュ」に入ったことが‬
‭きっかけで発生した。このト‬
‭ランザクションが期限切れに‬
‭なると、ブロック生成は正常‬
‭に戻った。‬
‭ホットフィックスが公開さ‬
‭れ、再発防止が図られた。‬

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の‬
‭状況‬

‭SANDの基盤となるEthereum‬
‭において次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、SANDは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬

‭2023年にSharding等の記録処‬
‭理能力を高めるアップデート‬
‭が行われる予定である。‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭SAND‬ ‭XEM‬ ‭XLM‬ ‭XRP‬ ‭XYM‬

‭価格データの出所‬
‭（基準日付）‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭出所：CoinGecko‬
‭URL:https://www.coingecko.co‬
‭m/‬
‭基準日：2023年5月17日‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$0.52‬ ‭$0.03‬ ‭$0.09‬ ‭$0.44‬ ‭$0.03‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥70.64‬ ‭¥4.55‬ ‭¥12.02‬ ‭¥60.15‬ ‭¥4.14‬

‭ドル/円計算レート‬ ‭¥135.85‬ ‭¥151.67‬ ‭¥133.56‬ ‭¥136.70‬ ‭¥138.00‬

‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭−‬ ‭ー‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬

‭その他事項‬

‭・当社で取扱うSANDは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利用‬
‭したSANDの受取、送金には‬
‭対応していない。‬
‭・当社はSANDの取扱開始に‬
‭あたり、TSBMV Global‬
‭Limitedと同社が発行するNFT‬
‭（LNAD）を割引で仕入れる‬
‭ことが可能となる契約を行っ‬
‭た。‬

‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭更新年月日‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬ ‭2023/5/17‬
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‭【基礎情報】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭日本語の名称‬ ‭エイプコイン‬ ‭アクシーインフィニティ‬ ‭イミュータブル‬ ‭ラップドビットコイン‬ ‭アバランチ‬

‭現地語の名称‬ ‭ApeCoin‬ ‭Axie Infinity Shards‬ ‭Immutable‬ ‭Wrapped Bitcoin‬ ‭Avalanche‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬ ‭ー‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬ ‭2022年2月14日‬ ‭2020年10月27日‬ ‭2021年10月22日‬ ‭2018/11/28‬ ‭2020年9月21日‬

‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬

‭$495,308,859‬ ‭$628,553,764‬ ‭$619,624,943‬ ‭$4,278,929,527‬ ‭$3,233,312,845‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬

‭¥72,419,374,248‬ ‭¥89,054,923,584‬ ‭¥90,595,695,727‬ ‭¥634,479,670,299‬ ‭¥483,639,743,670‬

‭主な利用目的‬ ‭ガバナンス、決済、ステーキ‬
‭ング‬

‭決済、ステーキング、ガバナ‬
‭ンス‬

‭送金、決済、手数料、ステー‬
‭キング、ガバナンス‬

‭イーサリアムブロックチェー‬
‭ン上のアプリケーションでの‬
‭取引においてBTC（Bitcoin）‬
‭の代わりに使用される。‬

‭送金、決済、スマートコント‬
‭ラクト‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭有り‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭－‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭利用制限の内容‬ ‭－‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭一般的な性格‬
‭APEエコシステム内で使用さ‬
‭れるガバナンスおよびユー‬
‭ティリティトークン‬

‭Axie Infinity上のゲーム内決‬
‭済、ステーキング、エコシス‬
‭テムの方針を決定するための‬
‭ガバナンス投票を目的に発行‬
‭された暗号資産。‬

‭イーサリアムのレイヤー2ス‬
‭ケーリングソリューションで‬
‭あるImmutable Xのユーティリ‬
‭ティトークン‬

‭BTCに1:1で裏付けされた‬
‭ERC-20トークン‬

‭Avalancheエコシステム利用時‬
‭のネイティブ（共通）通貨と‬
‭して発行された暗号資産。‬
‭Avalanche C-chainではスマー‬
‭トコントラクトを作成または‬
‭呼び出す際の取引手数料とし‬
‭て利用される。‬

‭法的性格（資金決済法‬
‭第2条第5項第１号、第‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第1号‬ ‭第１号‬ ‭第1号‬
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‭２号の別　例：第1号）‬
‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり（BTC）‬ ‭なし‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭保有者に買取請求権はない。‬
‭ただし、custodianによって発‬
‭行されたWBTCと同量のBTC‬
‭がcustodianによって倒産隔離‬
‭された状態で保全されている‬
‭ので、WBTC保有者のWBTC‬
‭とBTCの交換は担保できる。‬

‭-‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭－‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭BTC‬ ‭-‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭－‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭-‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭－‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭-‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬ ‭保有者間の自由売買による‬

‭WBTCはBTCと1:1で交換可能‬
‭なため基本的にBTCの価格を‬
‭追随するものの、市場におけ‬
‭る需要と供給によって決定す‬
‭る‬

‭保有者間の自由売買による‬

‭交換（売買）の制限‬ ‭－‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭-‬

‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬
‭組織の形態‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬ ‭パブリックブロックチェーン‬ ‭パブリック型ブロックチェー‬

‭ン‬

‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬
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‭利用者の真正性の確認‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、APEはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。‬

‭Ethereumは秘密鍵と公開鍵を‬
‭用いた暗号化技術により、利‬
‭用者本人が発信した移転デー‬
‭タを特定することで真正性の‬
‭確認が可能。真正性の確認に‬
‭必要な公開鍵は、ランダムに‬
‭生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、AXSはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、IMXはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、WBTCはEthereumに依‬
‭存する。Ethereumは秘密鍵と‬
‭公開鍵を用いた暗号化技術に‬
‭より、利用者本人が発信した‬
‭移転データを特定することで‬
‭真正性の確認が可能。真正性‬
‭の確認に必要な公開鍵は、ラ‬
‭ンダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭Avalanche C-chainは秘密鍵と‬
‭公開鍵を用いた暗号化技術に‬
‭より、利用者本人が発信した‬
‭移転データを特定することで‬
‭真正性の確認が可能。真正性‬
‭の確認に必要な公開鍵は、ラ‬
‭ンダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬ ‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Stake‬ ‭Proof of Stake‬

‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭ETH‬ ‭ETH‬ ‭ETH‬ ‭ETH‬ ‭なし‬

‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭取引単位の呼称‬ ‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬
‭1 AVAX = 1,000 mAVAX‬
‭1 mAVAX = 1,000 µAVAX‬
‭1 μAVAX = 1,000 nAVAX‬
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‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬ ‭0.000000000000000001 APE‬ ‭0.000000000000000001 AXS‬ ‭0.000000000000000001 IMX‬ ‭0.00000001 WBTC‬ ‭0.000000001 AVAX = 1‬

‭nAVAX‬
‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭あり‬ ‭無し‬

‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭BTC‬ ‭-‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭分散型の価値保有・価値移転‬
‭の台帳データ維持のための、‬
‭暗号計算および価値記録を行‬
‭う記録者への対価・代償とし‬
‭て発行される暗号資産‬

‭-‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭可‬ ‭-‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭1:1‬ ‭-‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬

‭①WBTC保有者はmerchantに‬
‭手数料を支払うことでWBTC‬
‭をBTCと交換できる‬
‭②merchantはWBTCを焼却‬
‭し、手数料をcustodianに支払‬
‭うことでcustodianからBTCを‬
‭受け取れる‬

‭merchantとcustodian一覧‬
‭https://wbtc.network/dashboar‬
‭d/partners‬

‭-‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬

‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭なし‬ ‭あり‬

‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬

‭コレクティブNFT「Bored‬
‭Ape Yacht Club」を生み出し‬
‭たweb3企業「Yuga Labs」の‬
‭プロジェクトにおける基軸通‬

‭Axie Infinityは3on3のカードバ‬
‭トルゲームの提供をしてお‬
‭り、AXS保有者は決済、ス‬
‭テーキングという利用用途に‬

‭審査を通過したImmutableプ‬
‭ロトコル開発者は助成金とし‬
‭てIMXを受け取ることができ‬
‭る。‬

‭-‬

‭Avalanche C-chainはEVM（‬
‭Ethereum Virtual Machine）と‬
‭の互換性があるチェーンであ‬
‭り、Ethereumと同様に新しい‬
‭トークン、NFTの発行やス‬
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‭貨になる予定である。そのた‬
‭め現在開発中のメタバースプ‬
‭ロジェクト「Otherside」内で‬
‭利用できる通貨になることが‬
‭想定できる。‬

‭加えてAxieチームが実施する‬
‭特定のセール/オークションに‬
‭参加することができる。ま‬
‭た、Axie Infinity上で発生した‬
‭収益とステーキング報酬の一‬
‭部は、Treasuryに保管され、‬
‭AXS保有者によるガバナンス‬
‭によって管理される。‬

‭マートコントラクト、DApps‬
‭の作成ができる。‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭未定‬

‭Axie Infinityは新たに3on3の‬
‭カードゲームバトルとして「‬
‭Axie Infinity: Origins」を2022‬
‭年8月18日にリリースした‬

‭安定してサービスが続いてい‬
‭る‬
‭https://www.immutable.com/fu‬
‭nd‬

‭-‬

‭オラクルネットワーク、レン‬
‭ディングプラットフォーム、‬
‭ステーブルコインの交換プ‬
‭ラットフォーム等にサービス‬
‭を提供している。‬
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‭【発行状況】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭発行者‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭発行主体の名称‬ ‭APE Foundation‬ ‭Sky Mavis PTE. LTD‬ ‭Digital World NFTS Ltd.‬ ‭BitGo Inc.‬ ‭AVA Labs,Inc.‬

‭発行主体の所在地‬ ‭イギリス領ケイマン諸島‬ ‭Ho Chi Minh City, Vietnam‬ ‭British Virgin Islands‬ ‭US 94306 California Palo Alto‬

‭Avalanche (BVI)：Floor 4,‬
‭Banco Popular Building, Road‬
‭Town, Tortola VG 1110, British‬
‭Virgin Island‬

‭発行主体の属性等‬ ‭非公開有限責任保証会社‬ ‭営利企業‬ ‭営利企業‬ ‭営利企業‬ ‭営利企業‬

‭発行主体概要‬

‭APE FoundationはApeCoin‬
‭DAOの決定を管理することを‬
‭目的とし、日々の管理、簿‬
‭記、プロジェクト管理、およ‬
‭びDAOコミュニティのアイデ‬
‭アが現実になるために必要な‬
‭サポートを確保するためのそ‬
‭の他のタスクを担当する。‬

‭Sky Mavisは、分散型アプリ‬
‭ケーションやサービスを構築‬
‭するテクノロジー企業とし‬
‭て、情報技術、ブロック‬
‭チェーン、ビデオゲームの分‬
‭野に特化している。2018年に‬
‭設立され、本社はベトナムの‬
‭ホーチミン市に存在する。‬

‭Immutable X上のプラット‬
‭フォーム通貨であるIMXを発‬
‭行した営利企業‬

‭機関投資家向けにブロック‬
‭チェーン ベースの通貨におけ‬
‭るセキュリティ、コンプライ‬
‭アンス、カストディソリュー‬
‭ションなどの暗号通貨投資‬
‭サービスを提供する企業‬

‭Ava Labs,Inc.は、金融業界に‬
‭おける共通の言語及び共通の‬
‭インフラストラクチャとなり‬
‭金融市場を最適化することを‬
‭目的とする。‬
‭また、この目的の達成後は独‬
‭立した既存の金融製品/サービ‬
‭スを一元化し、再現可能かつ‬
‭拡張可能な新たな形の製品や‬
‭サービスを構築し、金融業界‬
‭全体のサービスの提供コスト‬
‭と品質が、安価で優れたもの‬
‭にする“資産/資本フローの機能‬
‭化” を次なる目標として定め‬
‭る。‬

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭APEは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬

‭"AXSは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬

‭IMXは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬

‭WBTCは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬

‭Avalanche C-chainにおいては‬
‭オープンなネットワーク上で‬
‭Snowmanコンセンサスによっ‬
‭て取引が承認され、暗号化技‬
‭術による堅牢なセキュリティ‬
‭構造を有する。‬
‭また、取引が承認されるため‬
‭には確率論的に覆る事のない‬
‭数のバリデーター（承認者）‬
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‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、APEは実際にホーム‬
‭ページに公開されたとおりに‬
‭運営されており、記録者によ‬
‭る記録が継続され、市場で取‬
‭引されているという実績があ‬
‭る。‬

‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、AXSは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。"‬

‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、IMXは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、WBTCは実際にホワイ‬
‭トペーパー通りに運営されて‬
‭おり、記録者による記録が継‬
‭続され、市場で取引されてい‬
‭るという実績がある。‬

‭の合意が必要であり、承認さ‬
‭れた取引はブロックに記録さ‬
‭れ、改ざんは不可能となって‬
‭いる。‬

‭発行方法‬ ‭初期発行‬

‭AXSはERC20トークンとし‬
‭て、2020年10月27日時点で‬
‭270,000,000 AXSがEthereum‬
‭ブロックチェーン上で全量発‬
‭行された。‬

‭ERC20トークンとして、‬
‭2,000,000,000 IMXが‬
‭Ethereumブロックチェーン上‬
‭で全量発行された‬

‭merchantはcustodianに対し、‬
‭WBTCの発行依頼と発行分の‬
‭BTCを送る。その後custodian‬
‭はmerchantに対しWBTCを発‬
‭行する。‬

‭AVAXは2020年9月21日のICO‬
‭時点で720,000,000AVAXを上‬
‭限に360,000,000AVAXが発行‬
‭された。この際発行されな‬
‭かったAVAXはMinting‬
‭Functionという関数に従って‬
‭発行される。‬

‭発行可能数‬ ‭1,000,000,000‬ ‭270,000,000 AXS‬ ‭2,000,000,000 IMX‬
‭上限なし‬
‭ただしBTCの発行可能数は‬
‭2100万BTC‬

‭720,000,000 AVAX‬

‭発行可能数の変更可否‬ ‭不可‬ ‭不可‬ ‭不可‬ ‭-‬ ‭不可‬

‭変更方法‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭変更の制約条件‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭発行済み数量‬ ‭1,000,000,000‬ ‭270,000,000 AXS‬ ‭2,000,000,000 IMX‬ ‭162,975  WBTC (2023/9/25時‬
‭点)‬

‭432,186,268 AVAX（‬
‭2023/10/17時点）‬
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‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭-‬ ‭BTCと引き換えに1:1で発行さ‬

‭れる‬

‭ブロック生成ごとにステーキ‬
‭ング報酬分が発行され、その‬
‭報酬量はMinting Functionとい‬
‭う関数に従う。発行上限は‬
‭720,000,000 AVAXで固定され‬
‭ているが、上限に至るまでの‬
‭発行速度はガバナンスにより‬
‭変更され得る。‬

‭過去３年間の発行状況‬ ‭2022年2月14日に全量‬
‭(1,000,000,000)発行済‬

‭2020年10月27日に全量発行済‬
‭み‬

‭初期発行（2,000,000,000 IMX‬
‭）‬

‭WBTCはその需要に応じて月‬
‭に数回発行されている。‬
‭発行状況は以下のサイトで確‬
‭認できる。‬
‭https://wbtc.network/dashboar‬
‭d/order-book‬

‭2020年9月21日に360,000,000‬
‭AVAXが発行‬

‭過去３年間の発行理由‬ ‭初期発行‬

‭AXSは決済、ステーキング、‬
‭ガバナンスを通じたAxie‬
‭Infinityのエコシステムの維持‬
‭とSky Mavis社が開発を継続す‬
‭るためのインセンティブを確‬
‭保するため（トークン発行時‬
‭に総供給量の21%がSky Mavis‬
‭のためにロックされており、‬
‭54ヶ月かけて段階的にアン‬
‭ロックされる仕組みとなって‬
‭いる）。‬

‭資金調達、プラットフォーム‬
‭のエコシステム構築を目的と‬
‭して発行‬

‭利用者のWBTC需要に応じて‬
‭発行される‬

‭ICOによる資金調達、ステー‬
‭キング報酬‬

‭過去３年間の償却状況‬ ‭約1,467 APE‬ ‭なし‬ ‭なし‬

‭WBTCはその需要に応じて‬
‭merchantによって焼却されて‬
‭いる。‬
‭焼却状況は以下のサイトで確‬
‭認できる。‬
‭https://wbtc.network/dashboar‬
‭d/order-book‬

‭ローンチ時点から現在（‬
‭2023/10/17）に至るまで‬
‭2,651,016 AVAXが償却されて‬
‭いる‬
‭また、以下のURLよりリアル‬
‭タイムでの償却状況が確認で‬
‭きる。‬
‭https://burnedavax.com/‬

‭過去３年間の償却理由‬ ‭不明‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭利用者のWBTC需要に応じて‬
‭焼却される‬ ‭デフレトークンとするため‬

‭発行者の行う発行業務‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬
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‭に対する監査の有無‬
‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭Chainsulting‬ ‭Quantstamp/Openzeppelin‬ ‭CirtiK社‬ ‭Chainsecurity社‬ ‭Tokensofts社‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭2022年3月17日‬ ‭2020年10月24日‬ ‭2022年1月31日‬ ‭2018年10月11日‬ ‭2020年7月15日‬

‭直近時点における監査‬
‭結果‬ ‭問題は発見されなかった。‬

‭コード監査によって挙げられ‬
‭た問題点は、補足レベルのも‬
‭のであり、監査に合格してい‬
‭ることを確認した。‬
‭参照先：‬
‭https://cdn.axieinfinity.com/lan‬
‭ding-page/AXS_Audit_Report.‬
‭pdf‬

‭コントラクトのセキュリティ‬
‭に関する問題が5件(Major 1件,‬
‭Informational 4件)見つかった‬
‭が、致命的な欠陥はないとの‬
‭監査結果を得ている。‬
‭https://www.certik.com/project‬
‭s/immutable-x‬

‭コントラクトにセキュリティ‬
‭に関する問題が2つ見つかった‬
‭が、デプロイ前に改善されて‬
‭いる。‬
‭また、custodyに管理されてい‬
‭る裏付け資産のBTCは以下の‬
‭サイトから確認できる。‬
‭https://wbtc.network/dashboar‬
‭d/audit‬

‭Tokensoft社による内部監査を‬
‭実施し、トークンセールを‬
‭行った際の購入者の入金額と‬
‭トークンの販売量が整合する‬
‭か確認された。監査の結果、‬
‭販売時のシステムは正確であ‬
‭り、欠陥が無いことが確認さ‬
‭れた。‬
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬ ‭パブリック型‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭−‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭利用するブロック‬
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭−‬ ‭−‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭価値移転認証の仕組み‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬ ‭公開‬

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭秘匿化の方法‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬
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‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、774,566であり（‬
‭2023年9月5日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、774,566であり（‬
‭2023年9月5日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、774,566であり（‬
‭2023年9月5日現在）、世界各‬
‭地に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭オープンネットワークの脆弱‬
‭性に対し、暗号により連鎖す‬
‭る台帳群（ブロックチェ－‬
‭ン）および記録者による多数‬
‭決をもって移転記録が認証さ‬
‭れる仕組みを用い、多数の記‬
‭録者のネットワークへの参加‬
‭を得ることによって、データ‬
‭改竄の動機を排除し、信頼性‬
‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、819,321であり（‬
‭2023年9月25日現在）、世界各‬
‭地に分布されており、価値移‬
‭転ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬

‭最低2,000AVAXを担保したバ‬
‭リデーターがそれぞれがトラ‬
‭ンザクションを並列処理にて‬
‭承認作業を行い、確率的に結‬
‭果が覆る事のない取引につい‬
‭て承認を行う。AVAXの保有量‬
‭が多いほどトランザクション‬
‭の記録者における影響力が上‬
‭昇するため、記録者による悪‬
‭意のある行動を抑制し信頼性‬
‭を保つことができる。‬

‭PoSにおけるActive Validator‬
‭の数は、1,471であり（2023‬
‭年10月17日現在）、世界各地‬
‭に分布しており、価値移転‬
‭ネットワークは分散性が高‬
‭い。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭記録者の数‬ ‭774,566‬
‭（2023年9月5日現在）‬

‭774,566‬
‭（2023年9月5日現在）‬

‭774,566‬
‭（2023年9月5日現在）‬

‭​​819,321‬
‭（23年9月25日現在）‬

‭1,471‬
‭（23年10月17日現在）‬

‭記録者の分布状況‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭米国、ドイツ、日本、英国な‬
‭ど‬

‭記録者の主な属性‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭不特定。2,000 AVAXを担保す‬
‭る事で誰でもネットワークに‬
‭参加することができる。‬

‭記録の修正方法‬
‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭2,000 AVAXをステーキングす‬
‭れば誰でもなることができる‬
‭が、記録者が検証に参加しな‬
‭い、不正を行った場合は、ス‬
‭テーキング期間終了時に支払‬
‭われる報酬額が減少する仕組‬
‭みになっている‬

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬ ‭あり‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬

‭Halborn社‬
‭（‬‭https://halborn.com/‬‭）‬
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‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭2021年9月14日‬

‭その監査結果‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済みで、１つ‬
‭は解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済みで、１つ‬
‭は解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭Halborn社、Warden Audit‬
‭v1.1のレポート内でセキュリ‬
‭ティレベルの高い問題1点が確‬
‭認されたものの、同問題は監‬
‭査期間中の2021/6/10に解決し‬
‭た旨を明らかにしている。な‬
‭お、その他セキュリティレベ‬
‭ルの高い欠陥は報告されてい‬
‭ない。‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬
‭記録者の統括者の有無‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬ ‭なし‬
‭統括者の名称‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬
‭統括者の所在地‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬
‭統括者の属性‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬
‭統括者の概要‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭−‬ ‭-‬
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭信頼するバリデーターが意に‬
‭反して結託した場合、台帳と‬
‭データは改ざんされる可能性‬
‭がある。‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭以下のことから発行者の破た‬
‭んが直接APEの価値喪失に繋‬
‭がる可能性は低いと考えられ‬
‭る。‬

‭・発行者が破綻した場合で‬
‭あってもERC20トークンであ‬
‭るAPEはEthereumブロック‬
‭チェーン上に残り正常に稼働‬
‭するため‬

‭・APEの発行者はAPE‬
‭Foundationであるが、APEの‬
‭方針はAPEの保有者で構成さ‬
‭れるApeCoin DAOによって提‬
‭案、投票、意思決定が行われ‬
‭るため、APE Foundationは‬
‭APEやApeCoin DAOのコント‬
‭ロールは行えず、決定の適切‬
‭性の監視と決定の実行管理を‬
‭行う役割のみ持っている。そ‬
‭のため発行者のAPE‬
‭FoudationはAPEについて影響‬
‭力を及ぼすことができないた‬
‭め‬

‭発行者が破綻した場合、Axie‬
‭Infinityの開発が停止するた‬
‭め、AXSの価値が下落する可‬
‭能性はある。ただし、Axie‬
‭Infinityの開発を主導するSky‬
‭Mavisは、2019年11月8日に約‬
‭185億円、2021年5月11日に約‬
‭8億円、2021年10月5日に約‬
‭166億円の調達を行い、運用‬
‭資金を確保している点、AXS‬
‭の総供給量の21%がSky Mavis‬
‭のためにロックされており、‬
‭段階的にアンロックされる点‬
‭から発行者が破綻する可能性‬
‭は極めて低いと判断できる。‬

‭発行者が破綻した場合であっ‬
‭てもERC20トークンである‬
‭IMXはEthereumブロック‬
‭チェーン上に残り正常に稼働‬
‭する。IMXの発行者はDigital‬
‭World NFTS Ltd.であるが、‬
‭Web3ゲームの開発者向けプ‬
‭ラットフォーム事業を展開す‬
‭るImmutable Pty. Ltd.とは独立‬
‭しているため、発行者の破た‬
‭んが直接IMXの価値喪失に繋‬
‭がる可能性は低いと考えられ‬
‭る。‬

‭発行者であるcustordianが破綻‬
‭すると信用不安等でWBTCの‬
‭価値は一時的に大きく毀損す‬
‭る可能性が考えられる。ただ‬
‭し、custodianが破綻しても‬
‭WBTCはEthereumブロック‬
‭チェーン上に残り正常に稼働‬
‭することに加え、現在唯一の‬
‭custodianであるBitGoは担保‬
‭資産であるBTCを倒産隔離し‬
‭ているため、BitGoが破綻して‬
‭もWBTC保有者はBTCとの交‬
‭換が可能である。‬

‭AVAXの発行主体であるAva‬
‭Labsは、開発をリードしてい‬
‭る組織であるため、破綻によ‬
‭り開発が遅延又は停止した場‬
‭合、価値が毀損する可能性が‬
‭ある。ただし、AVAXの発行及‬
‭び記録が行われているブロッ‬
‭クチェーンはすでにリリース‬
‭され分散型の運用が行われて‬
‭いることから、発行者が破綻‬
‭したとしても価値が完全に消‬
‭失する可能性は低いと考えら‬
‭れる。　‬

‭99‬



‭・APE Foundationはプロジェ‬
‭クト運営の実務者であること‬
‭から、もし破綻した場合には‬
‭運営が停止してしまう。その‬
‭ため破たんの危機に直面した‬
‭場合、ApeCoin DAOから支援‬
‭が行われ、もし破綻した場合‬
‭であっても新たなFoundation‬
‭が組織されることが想定でき‬
‭るため‬

‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は77万以上存在‬
‭し（23年9月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は77万以上存在‬
‭し（23年9月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は77万以上存在‬
‭し（23年9月現在）、世界各地‬
‭に分散されおり十分な分散性‬
‭があるため、価値喪失の可能‬
‭性は低い。‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想される。た‬
‭だし、記録者の総数は50万以‬
‭上存在し（23年3月現在）、世‬
‭界各地に分散されおり十分な‬
‭分散性があり、一部のバリ‬
‭データが破綻しても価値移転‬
‭記録は問題なく継続されるこ‬
‭とから、価値喪失の可能性は‬
‭低い。‬

‭価値移転記録者の全てが同時‬
‭に破綻した場合は、価値移転‬
‭の記録が停止し、価値が喪失‬
‭する可能性がある。ただし、‬
‭バリデーターは各国に分散し‬
‭ており、全てが同時に破綻す‬
‭る可能性は極めて低いと考え‬
‭られる。また、2023年09月20‬
‭日時点のアクティブバリデー‬
‭ターは全世界に1,307存在して‬
‭いるため、価値移転記録者の‬
‭一部が破綻した場合であって‬
‭も、価値移転作業に影響はな‬
‭いと考えられる。‬

‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬

‭Avalancheでは確率論的に‬
‭決定される一部ノードの検‬
‭証によりコンセンサスを得‬
‭る方式を採用しているた‬
‭め、バリデーターの増加に‬
‭よる記録遅延が発生しない‬
‭仕組みとなっている。‬
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‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する‬
‭特記事項‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭APEのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬
‭ただし、これはスマートコン‬
‭トラクトの脆弱性に起因して‬
‭おり、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては‬
‭まり、APE固有の懸念点では‬
‭ない。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭AXS発行のためのコントラク‬
‭トに脆弱性があった場合に不‬
‭正にAXSが盗み取られるリス‬
‭クがある。ただし、これはコ‬
‭ントラクトの脆弱性に起因し‬
‭ており、またこれらはその他‬
‭のERC-20系暗号資産にも当て‬
‭はまり、AXS固有の懸念点で‬
‭はない。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭IMX発行のためのコントラク‬
‭トに脆弱性があった場合に不‬
‭正にIMXが盗み取られるリス‬
‭クがある。ただし、これはコ‬
‭ントラクトの脆弱性に起因し‬
‭ており、またこれらはその他‬
‭のERC-20系暗号資産にも当て‬
‭はまり、IMX固有の懸念点で‬
‭はない。‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭WBTC発行のためのコントラ‬
‭クトに脆弱性があった場合に‬
‭不正にWBTCが盗み取られる‬
‭リスクがある。ただし、これ‬
‭はコントラクトの脆弱性に起‬
‭因しており、またこれらはそ‬
‭の他のERC-20系暗号資産にも‬
‭当てはまり、WBTC固有の懸‬
‭念点ではない。‬

‭Avalancheには、過去に発生し‬
‭たプログラムの不具合は存在‬
‭しない。また、監査機関の‬
‭Halborn社による監査において‬
‭危機的な問題点は認められな‬
‭かった。‬

‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭Ethereumにおいて2023年5月‬
‭12日、ブロックのファイナラ‬
‭イズが約30分間遅延する障害‬
‭が発生したが、APEへの影響‬
‭は確認できなかった。‬

‭AXSには過去プログラムに不‬
‭具合が発生した情報は確認で‬
‭きないが、3月23日にAxie‬
‭Infinity専用のレイヤー2ソ‬
‭リューションである「Ronin‬
‭Network」に悪意ある攻撃が‬
‭行われた。具体的な攻撃手法‬
‭については、9つあるバリデー‬
‭タノードのうち承認に必要な‬
‭閾値である5つをハッキングし‬
‭て秘密鍵を入手した上、入手‬
‭した秘密鍵を使用して2回にわ‬
‭たって、合計17万3,600ETHと‬
‭2,550万USDCを引き出した。‬
‭その後の対応としては、閾値‬
‭を8にあげて再度攻撃に合わな‬
‭いように対処している。ま‬
‭た、管理者であるSky Mavis‬
‭は、ハッキングによる影響を‬
‭受けたユーザーに全額償還す‬
‭ることを約束した。約2,000億‬
‭円に相当する資産を保管して‬
‭いるTreasuryから拠出して償‬
‭還を完了している。‬

‭IMXとしての不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬
‭IMXの基盤となるEthereumに‬
‭おいては2020年11月11日、コ‬
‭ンセンサスアルゴリズムに関‬
‭連するバグによって一時的に‬
‭約30ブロックの間スプリット‬
‭が発生したが、翌日にはソー‬
‭スコードの修正が完了してい‬
‭る。この際、一部のサービス‬
‭プロバイダが一時的にサービ‬
‭ス提供を停止したことが確認‬
‭できた。‬

‭WBTCとしては不具合の発生‬
‭は確認されなかった。‬
‭WBTCの基盤となるEthereum‬
‭においては2020年11月11日、‬
‭コンセンサスアルゴリズムに‬
‭関連するバグによって一時的‬
‭に約30ブロックの間スプリッ‬
‭トが発生したが、翌日には‬
‭ソースコードの修正が完了し‬
‭ている。この際、一部のサー‬
‭ビスプロバイダが一時的に‬
‭サービス提供を停止したこと‬
‭が確認できた。‬

‭Avalancheへの不具合や脆弱性‬
‭による被害は発生していない‬
‭が、Avalancheプラットフォー‬
‭ムを利用したDeFiプロジェク‬
‭トZabu Finance、Vee‬
‭Finance、Nereus Financeがサ‬
‭イバー攻撃の標的となり、資‬
‭金が流出したケースが存在す‬
‭る。‬
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‭Ethereumにおいて2020年11‬
‭月11日、コンセンサスアルゴ‬
‭リズムに関連するバグによっ‬
‭て一時的に約30ブロックの間‬
‭スプリットが発生したが、翌‬
‭日にはソースコードの修正が‬
‭完了している。この際、一部‬
‭のサービスプロバイダが一時‬
‭的にサービス提供を停止した‬
‭ことが確認できた。‬

‭Ethereumにおいて2023年5月‬
‭12日、ブロックのファイナラ‬
‭イズが約30分間遅延する障害‬
‭が発生したが、AXSへの影響‬
‭はなかった。‬

‭Ethereumの大型アップデート‬
‭「The Merge」は当初20年1月‬
‭にローンチされる予定だった‬
‭が、遅延を繰り返し最終的に‬
‭22年9月に実施された。‬

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の‬
‭状況‬

‭APEの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、APEは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭AXSの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、AXSは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭IMXの基盤となるEthereumに‬
‭おいて次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、IMXは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭WBTCの基盤となるEthereum‬
‭において次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、WBTCは‬
‭Ethereumのみサポートしてい‬
‭る。‬

‭なし‬

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは‬
‭未定だが、2023年にSharding‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは‬
‭未定だが、2023年にSharding‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは‬
‭未定だが、2023年にSharding‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは‬
‭未定だが、2023年にSharding‬

‭なし‬
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‭等の記録処理能力を高める‬
‭アップデートが行われる予定‬
‭である。‬

‭等の記録処理能力を高める‬
‭アップデートが行われる予定‬
‭である。‬

‭等の記録処理能力を高める‬
‭アップデートが行われる予定‬
‭である。‬

‭等の記録処理能力を高める‬
‭アップデートが行われる予定‬
‭である。‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬ ‭とくになし。‬
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭APE‬ ‭AXS‬ ‭IMX‬ ‭WBTC‬ ‭AVAX‬

‭価格データの出所‬
‭（基準日付）‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL：‬
‭https://coinmarketcap.com/ja/c‬
‭urrencies/apecoin-ape/‬
‭基準日：2023年9月4日‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL：‬
‭https://coinmarketcap.com/cur‬
‭rencies/axie-infinity/‬
‭基準日：2023年9月4日‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL：‬
‭https://coinmarketcap.com/ja/c‬
‭urrencies/immutable-x/‬
‭基準日：2023年9月4日‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL：‬
‭https://coinmarketcap.com/ja/c‬
‭urrencies/wrapped-bitcoin/‬
‭基準日：2023年9月24日‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL：‬
‭https://coinmarketcap.com/ja/‬
‭基準日：2023年10月17日‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$1.3438‬ ‭$4.5125‬ ‭$0.5516‬ ‭$26,255.17‬ ‭$9.1129（2023/10/17終値）‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥196.92‬ ‭¥661.27‬ ‭¥80.83‬ ‭¥3,897,220.67‬ ‭¥1,364.70（2023/10/17終値）‬

‭ドル/円計算レート‬ ‭¥146.53‬ ‭¥146.53‬ ‭¥146.53‬ ‭¥148.4‬ ‭1ドル/149.75円（2023年10月‬
‭17日時点）‬

‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭ー‬ ‭-‬ ‭-‬ ‭-‬

‭その他事項‬
‭米国の証券取引法に違反した‬
‭とされ集団訴訟をされてい‬
‭る。‬

‭・当社で取扱うAXSは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利⽤‬
‭したAXSの受取、送⾦には対‬
‭応していない。‬

‭当社はIMXの取扱い開始にあ‬
‭たり、通貨発行者よりIMXと‬
‭USDCを受領した。‬

‭当社で取扱うWBTCは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利⽤‬
‭したWBTCの受取、送⾦には‬
‭対応していない。‬

‭・当社で取扱うAVAXは‬
‭C-chainのみに対応している。‬
‭そのため、C-chain以外を利⽤‬
‭したAVAXの受取、送⾦には対‬
‭応していない。‬
‭・当社はAVAXの取扱い開始に‬
‭あたり、当該暗号資産の発行‬
‭者よりUSDCを受領した。‬

‭更新年月日‬ ‭2023年9月5日‬ ‭2023年9月5日‬ ‭2023年9月26日‬ ‭2023年9月25日‬ ‭2024年1月19日‬
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‭【基礎情報】‬
‭SHIB‬

‭日本語の名称‬ ‭シバイヌ‬

‭現地語の名称‬ ‭Shiba Inu‬
‭呼称（日本語の名称と‬
‭同じ場合はー表記）‬ ‭-‬

‭ティッカーコード（シ‬
‭ンボル）‬ ‭SHIB‬

‭発行開始（年、月、‬
‭日）‬ ‭2020/7/31‬

‭時価総額（ドル基準、‬
‭例：＄1.000.000）‬

‭$5,578,544,863 (2023/12/5 終‬
‭値)‬

‭時価総額（円基準、例‬
‭：￥100.000.000）‬

‭¥821,526,125,677 (2023/12/5‬
‭終値)‬

‭主な利用目的‬ ‭決済、ステーキング‬

‭利用制限の有無‬ ‭なし‬
‭海外流通の有無‬ ‭あり‬
‭国内流通の有無‬ ‭あり‬
‭店舗等の利用制限の有‬
‭無‬ ‭なし‬

‭利用制限を行う者の属‬
‭性‬ ‭-‬

‭利用制限の内容‬ ‭-‬

‭一般的な性格‬ ‭Ethereumのブロックチェーン‬
‭上で発行されたトークン‬

‭法的性格（資金決済法‬ ‭第1号‬
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‭第2条第5項第１号、第‬
‭２号の別　例：第1号）‬
‭2号の場合：相互に交換‬
‭可能な1号暗号資産の名‬
‭称‬

‭-‬

‭発行暗号資産に対する‬
‭資産（支払準備資産）‬
‭の有無および名称‬

‭なし‬

‭発行者に対する保有者‬
‭の支払請求権（買取請‬
‭求権）‬

‭なし‬

‭支払請求（買取請求）‬
‭による受渡資産‬ ‭-‬

‭発行者が保有者に付与‬
‭するその他の権利‬ ‭なし‬

‭発行者に対して保有者‬
‭が負う義務‬ ‭なし‬

‭価値の決定‬ ‭保有者間の自由売買による‬

‭交換（売買）の制限‬ ‭なし‬

‭価値移転、保有情報を‬
‭記録する電子情報処理‬
‭組織の形態‬

‭パブリック型ブロックチェー‬
‭ン‬

‭保有・移転記録台帳の‬
‭公開、非公開の別‬ ‭公開‬

‭保有・移転記録の秘匿‬
‭性‬

‭保有・移転の記録はパブリッ‬
‭クブロックチェーンを採用し‬
‭ている為、公開されている‬
‭が、移転記録上のトランザク‬
‭ションやアドレスから個人を‬
‭特定をすることはできない。‬

‭利用者の真正性の確認‬

‭利用者の真正性の確認方法と‬
‭して、SHIBはEthereum上で発‬
‭行されるERC20トークンであ‬
‭るため、Ethereumに依存す‬
‭る。Ethereumは秘密鍵と公開‬
‭鍵を用いた暗号化技術によ‬
‭り、利用者本人が発信した移‬
‭転データを特定することで真‬
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‭正性の確認が可能。真正性の‬
‭確認に必要な公開鍵は、ラン‬
‭ダムに生成された秘密鍵を‬
‭secp256k1による楕円曲線暗‬
‭号を使用することで生成して‬
‭いる。‬

‭価値移転記録の信頼性‬
‭確保の仕組み‬ ‭Proof of Stake‬

‭誕生時に技術的なベー‬
‭スとなったコインの有‬
‭無とその名称‬
‭（アルトコインのみ）‬

‭ETH‬

‭【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】‬
‭SHIB‬

‭取引単位の呼称‬ ‭SHIB‬

‭保有・移転記録の最低‬
‭単位‬ ‭0.000000000000000001 SHIB‬

‭交換可能な通貨又は暗‬
‭号資産‬ ‭全て可‬

‭交換制限‬ ‭なし‬
‭制限内容‬ ‭-‬

‭交換市場の有無‬ ‭あり‬

‭価値が連動する資産等‬
‭の有無‬ ‭なし‬
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‭価値連動する資産等の‬
‭名称‬ ‭-‬

‭価値連動する資産等の‬
‭内容‬ ‭-‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換の可否‬ ‭-‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換比率‬ ‭-‬

‭価値連動する資産との‬
‭交換条件‬ ‭-‬

‭その他の付加価値‬
‭（サービス）の有無‬ ‭なし‬

‭付加価値（サービス）‬
‭の内容‬ ‭-‬

‭過去3年間の付加価値‬
‭（サービス）の提供状‬
‭況‬

‭-‬
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‭【発行状況】‬
‭SHIB‬

‭発行者‬ ‭あり‬

‭発行主体の名称‬ ‭Ryoshi‬

‭発行主体の所在地‬ ‭不明‬

‭発行主体の属性等‬ ‭不明‬

‭発行主体概要‬

‭SHIBの初期開発はBTC同様、‬
‭「Ryoshi」と名乗る匿名の開‬
‭発者によってなされており、‬
‭個人・集団であるか等一切の‬
‭情報が公開されていない。‬
‭しかし、初期発行以降はコ‬
‭ミュニティ主導による開発・‬
‭運営がなされていることに加‬
‭え、発行主体による大量保有‬
‭がなされておらず、取扱いに‬
‭特段の問題はないと判断して‬
‭いる。‬

‭発行暗号資産の信用力‬
‭に関する説明‬

‭SHIBは、イーサリアムのプ‬
‭ラットフォームを利用して作‬
‭られたERC−20トークンであ‬
‭るため、イーサリアムの信用‬
‭力に依存する。‬
‭イーサリアムは多数の記録者‬
‭による多数決をもって移転記‬
‭録が認証される仕組みと、ブ‬
‭ロックチェーンによる保有・‬
‭移転記録の管理とその記録の‬
‭公開によって信用力を高めて‬
‭いる。‬

‭また、SHIBは実際にホワイト‬
‭ペーパー通りに運営されてお‬
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‭り、記録者による記録が継続‬
‭され、市場で取引されている‬
‭という実績がある。‬

‭発行方法‬ ‭初期発行で全量発行済み‬

‭発行可能数‬ ‭1,000,000,000,000,000 SHIB‬

‭発行可能数の変更可否‬ ‭不可‬

‭変更方法‬ ‭-‬

‭変更の制約条件‬ ‭-‬

‭発行済み数量‬

‭1,000,000,000,000,000 SHIB‬
‭この内の約10億SHIBがburnさ‬
‭れ、さらに400兆SHIB以上が‬
‭デッドアドレスに送金されて‬
‭いる(2023/12/6時点)‬

‭今後の発行予定または‬
‭発行条件‬ ‭なし‬

‭過去３年間の発行状況‬

‭初期発行時にEthereumの開発‬
‭者の一人であるヴィタリック‬
‭氏のアドレスに総発行量の50‬
‭％が送金され、そのうち約‬
‭82%（総発行量の41％）にあ‬
‭たるSHIBを焼却（所有者が存‬
‭在しないデッドアドレスに送‬
‭金）している。‬
‭また、個人による焼却も複数‬
‭確認できる。‬
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‭過去３年間の発行理由‬ ‭不明‬

‭過去３年間の償却状況‬

‭総発行量の50％が送金された‬
‭ETH開発者の一人であるヴィ‬
‭タリック氏が送金されたうち‬
‭40％にあたる枚数のSHIBを償‬
‭却（所有者が存在しないデッ‬
‭ドアドレスに送金）してい‬
‭る。‬

‭過去３年間の償却理由‬ ‭-‬
‭発行者の行う発行業務‬
‭に対する監査の有無‬ ‭-‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬ ‭-‬

‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬ ‭-‬

‭直近時点における監査‬
‭結果‬ ‭-‬
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‭【価値移転記録台帳に係る技術】‬
‭SHIB‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭の利用の有無‬ ‭あり‬

‭ブロックチェーンの形‬
‭式‬ ‭パブリック型‬

‭ブロックチェーン技術‬
‭を利用しない場合に‬
‭は、その名称‬

‭-‬

‭利用するブロック‬
‭チェーン技術以外の技‬
‭術の内容‬

‭-‬

‭価値移転認証の仕組み‬

‭台帳形式。価値移転認証を求‬
‭める暗号データを記録者が解‬
‭読し、利用者および移転内容‬
‭の真正性を確認して価値移転‬
‭記録台帳の記録を確定する。‬

‭価値記録公開/非公開の‬
‭別‬ ‭公開‬

‭保有者個人データの秘‬
‭匿性の有無‬ ‭あり‬

‭秘匿化の方法‬ ‭公開鍵と秘密鍵による暗号化‬
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‭価値移転ネットワーク‬
‭の信頼性に関する説明‬

‭オープンネットワークの脆弱‬

‭性に対し、暗号により連鎖す‬

‭る台帳群（ブロックチェ－‬

‭ン）および記録者による多数‬

‭決をもって移転記録が認証さ‬

‭れる仕組みを用い、多数の記‬

‭録者のネットワークへの参加‬

‭を得ることによって、データ‬

‭改竄の動機を排除し、信頼性‬

‭を確保する。‬

‭PoSにおけるActive Validatorの‬

‭数は、‬‭888,419‬‭であり（2023年‬

‭12月6日現在）、世界各地に分‬

‭布されており、価値移転ネッ‬

‭トワークは分散性が高い。‬
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‭【価値移転の記録者】‬
‭SHIB‬

‭記録者の数‬ ‭888,419‬
‭（23年12月6日現在）‬

‭記録者の分布状況‬ ‭米国、ドイツ、カナダ、ロシ‬
‭ア、英国など‬

‭記録者の主な属性‬

‭不特定。バリデータソフト‬
‭ウェアを有効化するために32‬
‭ETHをデポジット（ステーキ‬
‭ング）することで誰でも自由‬
‭に記録者になることができ‬
‭る。‬

‭記録の修正方法‬
‭トランザクションが記録者に‬
‭よって承認されると修正を行‬
‭うことはできない。‬

‭記録者の信用力に関す‬
‭る説明‬

‭記録者（バリデーター）には‬
‭32ETHステーキングすれば誰‬
‭でもなることができるが、記‬
‭録者が悪意を持つ行動をおこ‬
‭なった場合、ステーキングし‬
‭たETHが一部または全部没収‬
‭される仕組みになっている‬

‭価値移転の管理状況に‬
‭対する監査の有無‬ ‭あり‬

‭監査を実施する者の氏‬
‭名又は名称‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭TrueSec社‬

‭＜Prysm＞‬
‭Quantstamp社‬
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‭直近時点で行われた監‬
‭査年月日‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭2017年4月25日‬

‭＜Prysm＞‬
‭2020年6月19日‬

‭その監査結果‬

‭＜go-ethereum＞‬
‭クリティカルな脆弱性は発見‬
‭されなかった‬

‭＜Prysm＞‬
‭5つのHigh Risk Issueが発見さ‬
‭れ、内4つは解決済で、１つは‬
‭解決不要という判断となっ‬
‭た。‬

‭（統括者に関する情‬
‭報）‬
‭記録者の統括者の有無‬ ‭なし‬
‭統括者の名称‬ ‭-‬
‭統括者の所在地‬ ‭-‬
‭統括者の属性‬ ‭-‬
‭統括者の概要‬ ‭-‬
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‭【暗号資産に内在するリスク】‬
‭SHIB‬

‭価値移転ネットワーク‬
‭の脆弱性に関する特記‬
‭事項‬

‭他のPoSを採用しているブ‬
‭ロックチェーンと同様に、‬
‭Ethereumの多数のバリデー‬
‭ター（記録者）が結託して取‬
‭引の承認手続きを行うこと‬
‭で、記録台帳及びプログラム‬
‭の改竄が可能であるが、記録‬
‭者が十分に分散している状況‬
‭では改竄は発生しにくいもの‬
‭と考えられる。‬

‭発行者の破たんによる‬
‭価値喪失の可能性に関‬
‭する特記事項‬

‭なし‬

‭価値移転記録者の破た‬
‭んによる価値喪失の可‬
‭能性に関する特記事項‬

‭ステーキングプールのLidoな‬
‭ど、バリデーターの占有率が‬
‭高い記録者が破綻した場合、‬
‭価格の下落が予想されるが、‬
‭記録者の総数は80万以上存在‬
‭し（23年12月現在）、世界各‬
‭地に分散されおり十分な分散‬
‭性があるため、価値喪失の可‬
‭能性は低い。‬

‭移転の記録が遅延する‬
‭可能性に関する特記事‬
‭項‬

‭処理性能以上のトランザク‬
‭ションが発生した場合は記録‬
‭の遅延が発生する可能性があ‬
‭る。ただしSharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トによって性能を向上される‬
‭計画であるため、この問題解‬
‭決に向けて開発が進められて‬
‭いる。‬
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‭プログラムの不具合に‬
‭よるリスク等 に関する‬
‭特記事項‬

‭Ethereum上にデプロイされた‬
‭SHIBのコントラクトに脆弱性‬
‭があった場合に不正に資産が‬
‭盗み取られるリスクがある。‬
‭ただし、これはスマートコン‬
‭トラクトの脆弱性に起因して‬
‭おり、またこれらはその他の‬
‭ERC20系暗号資産にも当ては‬
‭まり、SHIB固有の懸念点では‬
‭ない。‬

‭過去に発生したプログ‬
‭ラムの不具合の発生状‬
‭況に関する特記事項‬

‭SHIBとしては不具合の発生は‬
‭確認されなかった。‬

‭Ethereumにおいて2020年11月‬
‭11日、コンセンサスアルゴリ‬
‭ズムに関連するバグによって‬
‭一時的に約30ブロックの間ス‬
‭プリットが発生したが、翌日‬
‭にはソースコードの修正が完‬
‭了している。この際、一部の‬
‭サービスプロバイダが一時的‬
‭にサービス提供を停止したこ‬
‭とが確認できた。‬
‭SHIBへの影響は確認できな‬
‭かった。‬

‭Ethereumにおいて2023年5月‬
‭12日、ブロックのファイナラ‬
‭イズが約30分間遅延する障害‬
‭が発生したが、SHIBへの影響‬
‭は確認できなかった。‬

‭非互換性のアップデー‬
‭ト(ハードフォーク）の‬
‭状況‬

‭SHIBの基盤となるEthereum‬
‭において次の2つが発生してい‬
‭る。‬
‭①2016年7月：DAO事件の‬
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‭際、ハードフォークを実施‬

‭②2022年9月15日に大型アッ‬
‭プグレード「The Merge」の‬
‭実施によりEthereum、‬
‭EthereumPoW、EthereumFair‬
‭に分岐。ただし、SHIBコミュ‬
‭ニティはEthereumのみサポー‬
‭トしている。‬

‭今後の非互換性アップ‬
‭デート予定‬

‭Ethereumが分岐する非互換性‬
‭アップデートとなるか否かは‬
‭未定だが、Sharding等の記録‬
‭処理能力を高めるアップデー‬
‭トが行われる予定である。‬

‭正常な稼働に影響を与‬
‭えたサイバー攻撃の履‬
‭歴‬

‭とくになし。‬
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‭【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】‬
‭SHIB‬

‭価格データの出所‬
‭（基準日付）‬

‭出所：CoinMarketCap‬
‭URL：‬
‭https://coinmarketcap.com/ja/c‬
‭urrencies/shiba-inu/‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（ドル基準、例：‬
‭＄1.000.000）‬

‭$0.000009466‬

‭１取引単位当たり計算‬
‭単価（円基準、例：￥‬
‭100.000.000）‬

‭¥0.001393‬

‭ドル/円計算レート‬ ‭1ドル/147.16円（2023年12月‬
‭5日）‬

‭四半期取引数量（現‬
‭物、単位は百万円）‬ ‭-‬

‭その他事項‬

‭当社で取扱うSHIBは‬
‭Ethereumチェーンのみに対応‬
‭している。そのため、‬
‭Ethereumチェーン以外を利⽤‬
‭したSHIBの受取、送⾦には対‬
‭応していない。‬

‭更新年月日‬ ‭2023年12月6日‬
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